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み
ん
な
で
楽
し
む
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す　
　
　
　

川
喜
多　

信
一
さ
ん

　

日
ご
ろ
の
活
動
で
「
教
え

て
あ
げ
る
、や
っ
て
あ
げ
る
」

と
い
う
気
持
ち
は
少
し
も
あ

り
ま
せ
ん
。「
さ
せ
て
い
た
だ

く
」
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。
と
に
か
く
「
み
ん

な
で
一
緒
に
何
か
や
ろ
う

よ
」
と
い
う
考
え
で
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
参

加
者
の
笑
顔
が
私
の
や
り
が

い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
高
齢
社
会
で

は
、
病
気
に
な
っ
て
か
ら
時

間
と
お
金
を
か
け
る
よ
り
、

ふ
だ
ん
か
ら
健
康
を
維
持
増

進
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て

お
く
ほ
う
が
、
よ
り
幸
せ
に

な
れ
る
と
思
い
ま
す
。
遠
く

の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
よ
り
も

近
所
で
の
健
康
づ
く
り
、
仲

間
づ
く
り
と
考
え
る
人
を
応

援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
体

育
指
導
委
員
は
ス
ー
パ
ー
ス

タ
ー
の
集
ま
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
い
ろ
い
ろ
な
プ
レ

イ
ヤ
ー
が
い
て
、
い
ろ
い
ろ

な
企
画
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
一
緒
に
ス
ポ

ー
ツ
し
ま
せ
ん
か
。

（
成
田
東
在
住
）

地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進

隊
（
杉
並
区
体
育
指

導
委
員
）
と
は

　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、
区
民
の
自
主

的
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
す

る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
実
践

し
て
い
く
、
教
育
委
員
会
非
常

勤
職
員
で
す
。任
期
は
二
年
で
、

現
在
、
公
募
に
よ
る
二
四
名
の

委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
柱
は
三
つ

◇
近
所
の
人
が
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く
り

　

「
一
歩
・
二
歩
・
散
歩　

友

！
遊
！
ス
ポ
ー
ツ
！
」「
み
ん
な

で
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
っ
！
」

（
表
１
）
は
、
事
前
に
申
し
込

み
を
し
な
く
て
も
、
自
由
に
参

加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
空
間
で
、

毎
月
二
〜
三
回
実
施
し
て
い
ま

〈表２　１６年度 後期の主な行事予定〉
内　容月　日

秋のすぎなみ区民歩こう会  　１０月１７日（日）
柏の宮公園開園イベント「すぎなみスポーツ
デビュー」(庭球場）  　　　３０日（土）

区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
「綱引き大会」　  １１月２８日（日）

杉並名物「ファミリー駅伝」１７年２月２７日（日）
※１２月１２日（日）開催の「中学校対抗駅伝５周年記念大会」にも協力
します。

〈 表１　８月後半～１０月の予定 〉
内　容日　時名　称

井草八幡宮大灯ろうの前に集合。善福寺
池までウォーキングをして、みんなで体
操やスポーツゲームを楽しみます

８月２２日（日）、９月５日�・１９日
（日）、１０月１０日（日）・３１日（日）／時
間はいずれも午前９時～１１時

一歩・二歩・散歩　
友！遊！スポーツ！

善福寺川緑地の杉二小前広場（五日市街
道「尾崎橋」そば）に集合。楽しく体を
動かせる種目（体操、フォークダンス、
フリスビーなど）を行います

８月２８日（土）、９月１１日（土）・２５日
（土）／時間はいずれも午前１０時
～正午

みんなでいっしょに
あそぼっ！

す
。

　

子
ど
も
も
大
人
も
、
運
動
が

好
き
な
方
も
得
意
で
な
い
方
も

楽
し
め
る
よ
う
に
、
健
康
づ
く

り
体
操
や
ス
ポ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
今
ま
で
運
動
に
縁
の

な
か
っ
た
方
、
運
動
し
た
い
け

ど
き
つ
い
の
は
で
き
な
い
な
…

と
思
っ
て
い
る
方
は
大
歓
迎
。

「
ち
ょ
っ
と
行
っ
て
み
よ
う

か
」
と
汗
ふ
き
タ
オ
ル
を
持
っ

て
、
気
軽
に
足
を
運
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

◇
だ
れ
も
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

　

ツ
行
事
の
企
画
か
ら
実
行
ま

　

で

　

初
心
者
優
先
の
「
歩
こ
う

会
」、キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
ス

ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
自
分
の

記
録
に
挑
戦
す
る
「
す
ぎ
な
み

ス
ポ
ー
ツ
デ
ビ
ュ
ー
」、簡
単
だ

け
れ
ど
も
奥
が
深
い
「
綱
引

き
」、ユ
ニ
ー
ク
な
宣
言
タ
イ
ム

制
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
駅
伝
」
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
の

催
し
を
企
画
・
実
施
し
て
い
ま

す
。（
表
２
）

◇
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
相
談
窓

　

口

　

「
近
所
の
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク

ル
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」、「
運

動
で
き
る
場
所
を
教
え
て
ほ
し

い
」
な
ど
、
区
民
の
皆
さ
ん
の

身
近
な
相
談
に
応
じ
た
り
、
情

報
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

　

近
所
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

た
く
て
も
、
実
際
に
ど
う
行
動

し
て
よ
い
か
わ
か
ら
ず
、
あ
き

ら
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
の
ま
ち
の

地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
隊
に
お
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
隊
の
紹

介
は
、
事
務
局
（
社
会
教
育
ス

ポ
ー
ツ
課
社
会
体
育
係
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

地域スポーツ推進隊とは、「杉並区体
育指導委員」の愛称です。スポーツ
による地域づくりをめざし、スポー
ツに関する身近な相談窓口として活
動しています。スポーツを通じて、
地域の知り合いの輪を広げません
か。
　――問い合わせは、社会教育スポ
ーツ課社会体育係（体育指導委員事
務局）へ。

▲楽しく体を動かしましょう

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
の

仲
間
が
で
き
ま
し
た　
　
　

池
上　

園
美
さ
ん

　

七
年
前
に
体
育
指
導
委
員

に
な
っ
た
こ
ろ
は
、
子
ど
も

が
ま
だ
幼
稚
園
児
で
し
た

が
、
他
の
委
員
さ
ん
や
家
族

の
協
力
で
続
け
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
間
に
地
域
で
の

仲
間
が
増
え
、
い
ろ
い
ろ
な

世
代
の
方
と
知
り
合
い
、
自

分
の
世
界
が
広
が
り
ま
し

た
。

　

結
婚
し
て
初
め
て
今
の
土

地
に
来
て
、
近
所
に
知
り
合

い
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

で
は
大
人
の
方
だ
け
で
な
く

子
ど
も
た
ち
も
私
に
声
を
か

け
て
く
れ
ま
す
し
、
私
だ
け

で
な
く
私
の
子
ど
も
も
声
を

か
け
て
も
ら
え
る
。
あ
い
さ

つ
の
輪
が
広
が
っ
て
、
自
然

に
地
域
で
の
安
全
も
得
ら
れ

て
い
る
気
が
し
ま
す
。
言
葉

で
は
言
え
な
い
住
み
や
す
さ

を
感
じ
ま
す
。

　

余
暇
を
過
ご
す
に
は
、
ス

ポ
ー
ツ
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ

な
活
動
が
あ
り
ま
す
が
、「
ス

ポ
ー
ツ
も
い
い
で
す
よ
。
気

持
ち
が
よ
く
な
る
し
健
康
に

も
よ
い
で
す
よ
。
何
で
も
相

談
に
乗
り
ま
す
の
で
聞
い
て

く
だ
さ
い
」
と
皆
さ
ん
に
言

い
た
い
で
す
ね
。（桃

井
在
住
）
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国
際
交
流
バ
ス
ハ
イ
キ

ン
グ

　

外
国
人
と
日
本
人
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
交
流

を
深
め
る
日
帰
り
バ
ス
旅
行
で

す
。
ぶ
ど
う
狩
り
も
し
ま
す
。

　
 
　

月
２
日 

午
前
７
時　

１０

３０

分
（
区
役
所
集
合
） 

群
馬
県

吾
妻
町 

区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
と
文
化
・
交
流
協
会

会
員 

四
六
名
（
日
本
人
二
三

名
、
外
国
人
二
三
名
・
抽
選
）

 

三
〇
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ

（
記
入
例
参
照
）
に
国
籍
も
書

い
て
、
９
月　

日
（
必
着
）
ま

１０

で
に
文
化
・
交
流
協
会
「
バ
ス

ハ
イ
キ
ン
グ
」
係
（
〒　

‐
０

１６６

０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
２

１４

み
な
み
阿
佐
ケ
谷
ビ
ル
五
階
）

へ 

同
協
会
交
流
係
�
５
３
７

８
‐
８
８
３
３

●
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

　
　

ス
ウ
ィ
ン
グ
・
イ

２５
th

ズ
・
ヒ
ア

　

「
カ
ウ
ン
ト
・
ベ
ー
シ
ー
生

誕
一
〇
〇
年
」（C

ount
B
asie

T
ribute

―
カ
ウ
ン
ト
・
ベ
ー

シ
ー
へ
の
賛
辞
）
と
題
し
て
開

催
し
ま
す
。（
区
共
催
）

　
 

９
月　

日 

午
後
３
時
開

１２

演
（
２
時　

分
開
場
） 

セ
シ

３０

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

出
演
＝
佐
久
間
勲
（
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
）、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
ー

リ
ー
（
ボ
ー
カ
ル
）、
ジ
ロ
ー
吉

時

（土）

場

対
定

費

申

問時

（日）

場

内

田
と
ブ
ル
ー
ハ
ー
バ
ー
Ｊ
Ｏ

（
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）、マ

ン
デ
ー
ナ
イ
ト
Ｊ
Ｏ
、
麹
町
ス

ウ
ィ
ン
ギ
ン
グ
シ
ー
ズ
Ｊ
Ｏ
、

ニ
ュ
ー
グ
ロ
リ
ア
・
ス
ウ
ィ
ン

グ
Ｊ
Ｏ
、
ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン
グ
Ｊ

Ｏ
、
連
盟
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ 

五
七
八
名 

一
二
〇
〇
円
（
当

日
券
の
み
） 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

東
京
都
社
会
人
ビ
ッ
グ

バ
ン
ド
連
盟
・
小
浜
�
・　

３
FAX

３
２
３
‐
５
８
３
９

◇
区
民
五
〇
名
を
無
料
招
待

　
 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
で
、
８
月　

日
（
必
着
）

３０

ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―

１６６

　

―　

）
へ（
抽
選
） 

同
セ
ン

２２

３２

タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

●
歌
と
弦
楽
器
に
よ
る
ロ
マ

ン
の
旅 

中
田
喜
直
・
歌
の
世
界

　
 

９
月　

日 

午
後
２
時
開

１９

演
（
１
時　

分
開
場
・
区
共
催
）

３０

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

出
演
＝
加
藤
千
春

２２

３２

（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
執
行
恒
宏
・
村

井
俊
郎
（
バ
イ
オ
リ
ン
）、
軍
司

怜
美
子
（
ビ
オ
ラ
）、
土
田
寿
彦

（
チ
ェ
ロ
）、横
山
歩（
ピ
ア
ノ
）

▽
曲
目
＝
中
田
喜
直
＝
歌
曲
集

「
魚
と
オ
レ
ン
ジ
」、ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
＝
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
「
大

公
」、
弦
楽
四
重
奏
曲
「
ア
メ
リ

カ
」 

五
六
八
名 

一
〇
〇
〇

円（
全
席
自
由
） 

・ 

電
話
で
、 定

費
申

問
申

問

時

（日）

場

内

定

費
申

問

美
し
い
日
本
の
歌
の
会
・
池
川

�
３
３
９
１
‐
８
２
５
３
へ

◇
区
民
二
〇
〇
名
を
無
料
招
待

　
 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
で
、
９
月
１
日
（
必
着
）

ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―

１６６

　

―　

）
へ（
抽
選
） 

同
セ
ン

２２

３２

タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

●
コ
ー
ル
・
フ
ロ
イ
ン
ト 

定
期
演
奏
会

　
 

９
月
４
日 

午
後
６
時
〜

８
時（
５
時　

分
開
場
・
区
後

３０

援
） 

三
鷹
市
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
（
三
鷹
市
上
連
雀
６
―　
１２

―　

） 

出
演
＝
下
田
正
幸
・

１４
塚
田
真
夫
（
指
揮
）
▽
曲
目
＝

團
伊
玖
磨
「
岬
の
墓
」、
源
田
俊

一
郎
（
編
曲
）
童
謡
メ
ド
レ
ー

「
い
つ
の
日
か
」、池
辺
晋
一
郎

「
沖
縄
の
雲
へ
」 

六
〇
〇
名

 

一
〇
〇
〇
円 

・ 

電
話
で
、

コ
ー
ル
・
フ
ロ
イ
ン
ト
・
飯
塚

�
３
３
９
４
‐
２
３
７
１
へ

映
画
と
講
演
の
つ
ど
い

　

夜
間
中
学
と
定
時
制
教
育
の

現
状
を
知
り
、
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。（
区

後
援
）

　
 

９
月
４
日 

午
後
２
時
〜

８
時
（
１
時　

分
開
場
） 

高

３０

円
寺
会
館
（
高
円
寺
北
２
―
１

―
２
） 

○１
 

映
画
「
こ
ん
ば
ん

は
」（
監
督
＝
森
康
行
、
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
＝
倍
賞
千
恵
子
）
＝
２

申

問

時

（土）

場

内

定

費

申

問

時

（土）

場

内

時
〜
、
６
時
〜
○２
 

講
演
（
出
演

＝
森
康
行
監
督
、
金
崎
浩
之
弁

護
士
）
＝
３
時　

分
〜 

二
五

４５

〇
名 

五
〇
〇
円
（
中
学
生
以

下
は
無
料
） 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

映
画
「
こ
ん
ば
ん
は
」

上
映
実
行
委
員
会
�
３
３
５
８

‐
５
６
２
０

●
す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル
く

ら
ぶ 

皆
さ
ん
の
手
で
街
を
き

れ
い
に

　
 

９
月　

日 

午
前
８
時
〜

１１

９
時
（
雨
天
実
施
） 

高
円
寺

地
区
＝
集
合
場
所
＝
高
円
寺
障

害
者
交
流
館
前
（
高
円
寺
南
２

―　

―　

）
／
清
掃
場
所
＝
高

２４

１８

円
寺
南
四
丁
目
信
号
〜
青
梅
街

道
ま
で
の
周
辺
▽
阿
佐
谷
地
区

＝
集
合
場
所
＝
区
役
所
青
梅
街

道
側
正
面
玄
関
前
／
清
掃
場
所

＝
区
役
所
周
辺
（
青
梅
街
道
）

 

・ 

電
話
で
、
環
境
課
内
す

ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル
く
ら
ぶ
事

務
局
へ 

○１
 

軍
手
を
お
持
ち
の

方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
○２
 

身

軽
な
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
○３
 

荷
物
置
き
場
は
あ
り
ま
せ
ん

小
千
谷
稲
刈
り
体
験
ツ
ア
ー

　

新
潟
県
小
千
谷
市
の
紅
葉
の

中
で
稲
刈
り
を
し
、
土
地
の
お

い
し
い
も
の
を 
堪
能 
し
ま
せ
ん

た
ん
の
う

か
。（
区
後
援
）

　
 

９
月　

日 

〜　

日 
 

１９

２０

小
千
谷
市
池
ケ
原
地
区 
　

日
１９

＝
小
千
谷
市
（
現
地
集
合
）
↓

昼
食
↓
稲
刈
り
体
験
↓
温
泉
入

浴
↓
交
流
会
↓
農
家
ま
た
は
旅

館
に
宿
泊
▽　

日
＝
芋
掘
り
体

２０

験
↓
昼
食
後
解
散 

四
〇
名 

農
家
宿
泊
＝
大
人
七
〇
〇
〇

円
、
子
ど
も（　

歳
以
下
）三
〇

１２

〇
〇
円
▽
旅
館
宿
泊
＝
大
人
八

〇
〇
〇
円
、
子
ど
も
（　

歳
以

１２ 定

費

申

問
時

（土）
 
場

申

問
他

時

（日）

（祝）
場

内

定

費

下
）
四
〇
〇
〇
円
／
現
地
ま
で

の
交
通
費
は
自
己
負
担 

・ 

電
話
で
、
９
月
１
日
ま
で
に
小

千
谷
市
農
林
課
�
０
２
５
８
‐

８
３
‐
３
５
１
０
へ
（
先
着
順
）

●
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム 

エ
イ
ト
ラ
イ
ナ
ー
・
メ
ト

ロ
セ
ブ
ン
合
同
促
進
大
会

　

環
状
八
号
線
を
利
用
す
る

「
エ
イ
ト
ラ
イ
ナ
ー
」（
羽
田

空
港
〜
赤
羽
）
と
、
環
状
七
号

線
を
利
用
す
る
「
メ
ト
ロ
セ
ブ

ン
」（
赤
羽
〜
葛
西
臨
海
公
園
）。

実
現
す
る
と
区
内
の
交
通
が
、

よ
り
便
利
で
快
適
に
な
り
ま

す
。

　
 

９
月
８
日 

午
前　

時　
１１

３０

分
（
集
合
）
〜
午
後
４
時　

分
３０

（
解
散
予
定
） 

集
合
場
所
＝

○１
 

井
草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
下
井
草
５
―
７
―　

）
○２
 

杉

２２

並
公
会
堂
わ
き
（
上
荻
１
―　
２３

―　

）
○３
 

高
井
戸
地
域
区
民
セ

１５
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３
―
７
―

５
）
／
往
復
貸
切
バ
ス
で
移
動

▽
会
場
＝
日
本
青
年
館
（
新
宿

区
霞
ケ
丘
町
７
―
１
） 

講
演

（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
若
林
正
人
）

ほ
か 

二
五
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
都
市
計
画
課
エ
イ
ト

ラ
イ
ナ
ー
担
当
へ
（
先
着
順
）

�
青
空
の
会 

楽
し
く
歩
き
ま
専
科

　
 

９
月
２
日 

午
前　

時
１０

（
集
合
）〜
正
午 

集
合
場
所
＝

上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
（
上
井

草
３
―
８
―　

） 

コ
ー
ス
＝

１９

観
泉
寺
↓
妙
正
寺
↓
妙
正
寺
公

園（
解
散
） 

五　

以
上
歩
け
る

km

方 

無
料 

当
日
、
直
接
集
合

場
所
へ 

上
井
草
保
健
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
４
‐
１
２
１
２ 

自
己
責
任
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

申

問

時

（水）場

内

定

費

申

問

時

（木）
場

内

対

費

申
問

他

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉

○１ 行事名

○２ 住所

○３ 氏名（フリガナ）

○４ 年齢　○５ 性別

○６ 電話番号

（原則１人１枚）

入

例

記

◇
杉
並
区
・
日
本
フ
ィ
ル
友
好

提
携
一
〇
周
年
記
念
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

日
本
フ
ィ
ル
と
杉
並
区
在
住

音
楽
家
の
華
麗
な
る 
饗  
宴 

き
ょ
う 
え
ん

　

歌
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
織
り

成
す
「
カ
ル
メ
ン
」
の
世
界
と

日
本
フ
ィ
ル
の
華
や
か
な
音
楽

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
 
　

月　

日 

午
後
２
時　

１２

１１

３０

分
開
演
（
２
時
開
場
） 

セ
シ

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

出
演
＝
外
山
雄
三
（
指
揮
）、

佐
藤
ひ
さ
ら
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
竹

田
弥
加
（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）、
藏

田
雅
之
（
テ
ノ
ー
ル
）、
大
久
保

眞
（
バ
ス
・
バ
リ
ト
ン
）、
日
本

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

（
管
弦
楽
）▽
曲
目
＝
歌
劇「
カ

ル
メ
ン
」（
ビ
ゼ
ー
）
よ
り
「
何

も
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
」、「
闘

牛
士
の
歌
―
諸
君
の
乾
杯
を
喜

ん
で
受
け
よ
う
」、「
花
の
歌
―

お
ま
え
が
投
げ
た
こ
の
花
は
」、

「
ハ
バ
ネ
ラ
―
恋
は
野
の
鳥
」

時

（土）

場

内

ほ
か 

三
〇
〇
〇
円
（
全
席
指

定
・
会
員
割
引
有
）
▽
チ
ケ
ッ

ト
発
売
開
始
＝
８
月　

日 

午

２７

後
１
時

◇
シ
ア
タ
ー
ト
ー
ク

　

市
原
悦
子
が
語
る｜

芝
居

の
面
白
さ
人
生
の
楽
し
さ

　

人
気
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
家
政

婦
は
見
た
」
の
ほ
か
、
数
々
の

舞
台
に
出
演
し
、
日
本
を
代
表

す
る
舞
台
女
優
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
市
原
悦
子
さ
ん
の
お
話

を
、
演
出
家
の
石
澤
秀
二
さ
ん

が
伺
い
ま
す
。

　
 
　

月　

日 

午
後
７
時
開

１０

２９

演
（
６
時　

分
開
場
） 

浜
田

３０

山
会
館（
浜
田
山
１
―　

―
３
）

３６

 

二
〇
〇
〇
円
（
全
席
自
由
・

会
員
割
引
有
）
▽
チ
ケ
ッ
ト
発

売
開
始
＝
８
月　

日 

午
後
１

２７

時◇
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト　

音
楽
の
宝
石
箱　

　

歌
と
ピ
ア
ノ
三
重
奏
の
午
後

　
 

９
月
４
日 

午
後
３
時
開

演
（
２
時　

分
開
場
） 

勤
労

３０

費

（金）

時

（金）

場

費

（金）

時

（土）

場

福
祉
会
館（
桃
井
４
―
３
―
２
）

 

出
演
＝
國
井
道
子
（
ソ
プ
ラ

ノ
）、
井
上
と
も
子
（
チ
ェ
ロ
）、

石
幡
暁
美
（
バ
イ
オ
リ
ン
）、
長

尾
博
子
・
石
原
郁
子
（
ピ
ア
ノ
）

▽
曲
目
＝「
夏
の
思
い
出
」、「
ド

レ
ミ
の
歌
」
ほ
か 

前
売
（
当

日
）
＝
一
般
一
五
〇
〇
円
（
二

〇
〇
〇
円
）、中
学
生
以
下
八
〇

〇
円
（
一
〇
〇
〇
円
）、
親
子
一

組
二
〇
〇
〇
円（
二
五
〇
〇
円
）

／
全
席
自
由
・
会
員
割
引
無 

親
子
で
音
楽
を
楽
し
む
会
・
石

幡
�
３
３
９
５
‐
３
４
８
０

☆

◇
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売

　

販
売
窓
口
＝
○１
 

文
化
・
交
流

協
会
（
上
荻
３
―　

―
５
杉
並

２９

会
館
内
・「
日
本
フ
ィ
ル
コ
ン
サ

ー
ト
」
と
「
シ
ア
タ
ー
ト
ー
ク
」

は
販
売
初
日
は
電
話
予
約
の

み
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
○２
 

区
役
所
一
階
コ
ミ
ュ
か
る
シ
ョ

ッ
プ
＝
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

分
／
い
ず
れ
も
月
〜
金
曜
日

３０（
祝
日
は
除
く
）
○３
 

地
域
区
民

セ
ン
タ
ー
＝
開
館
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
８
時 

文
化
・
交
流

協
会
文
化
係
�
５
３
１
１
‐
７

０
３
５

◇
あ
ん
ず
会
コ
ン
サ
ー
ト

　

「
私
の
好
き
な
歌
」

　
 

９
月
４
日 

午
後
５
時
開

演
（
４
時　

分
開
場
） 

浜
田

３０

山
会
館（
浜
田
山
１
―　

―
３
）

３６

 

出
演
＝
藏
田
雅
之
（
テ
ノ
ー

ル
）、
石
田
千
鶴
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、

渡
辺
瑞
紀
（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）、

中
丸
ち
ひ
ろ
（
ピ
ア
ノ
）
ほ
か

▽
曲
目
＝
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
「
母

が
教
え 
給 
い
し
歌
」、山
田
耕
筰

た
ま

「
か
ら
た
ち
の
花
」
ほ
か 

一

五
〇
〇
円
（
全
席
自
由
・
会
員

割
引
無
） 

・ 

電
話
で
、
Ｍ

Ｋ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
�
３

３
０
４
‐
５
３
４
６
へ　

内

費

問

問

時

（土）

場

内

費

申

問

� ������������������������������������������������

▲コンサート風景 ▲市原　悦子

▲外山　雄三▲日本フィルハーモニー交響楽団



〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

�������●３ 平成１６（２００４）年�月��日（土曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

●
子
ど
も
自
然
教
室 

善
福
寺
川
を
探
検
し
よ
う

　

川
の
生
き
物
や
水
質
に
つ
い

て
調
べ
ま
す
。

　
 

９
月
５
日 

午
前　

時
〜

１０

正
午 

集
合
・
解
散
＝
「
大
宮

八
幡
前
」
バ
ス
停
（
大
宮
２
―

　

） 

二
〇
名
（
小
学
三
年
生

２５以
下
は
保
護
者
同
伴
） 

無
料

 

・ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
２
面
記
入
例
参
照
）
で
、
す

ぎ
な
み
環
境
情
報
館
�
３
３
９

８
‐
３
１
９
１
�
３
３
９
８
‐

３
１
９
３
へ
（
先
着
順
）

●
学
校
開
放
公
開
講
座 

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の

子
育
て
講
座

　

子
ど
も
の
成
長
・
発
達
に
つ

い
て
の
講
座
で
す
。

　
 

・ 

・ 

・ 

左
表
の
と

お
り 

向
陽
中
学
校
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
（
下
高
井
戸
３
―　

―
１

２４

時

（日）

場定

費

申

問
時

内

師

定

場

向
陽
中
学
校
内
） 

「
お
話
」

＝
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
を
も

つ
保
護
者
▽「
一
緒
に
遊
ぼ
う
」

＝
２
〜
５
歳
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ

に
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）、
電
話
番
号
、
お

子
さ
ん
の
氏
名
・
生
年
月
日
・

性
別
を
書
い
て
、９
月
６
日（
消

印
有
効
）ま
で
に
野
末
絢
子（
〒

　

‐
０
０
６
４
永
福
２
―　

―

１６８

１７

　

）
へ
（
抽
選
） 

野
末
�
３

１２３
２
１
‐
９
６
８
７
ま
た
は
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
�
３
３
２
９
‐
３

９
３
５
（
日
曜
の
み
） 

お
父

さ
ん
大
歓
迎
（
託
児
あ
り
）

●
す
ぎ
な
み
環
境
学
習 

自
動
車
の
新
技
術

　

「
燃
費
が
よ
い
」
な
ど
、
環

境
に
や
さ
し
い
燃
料
電
池
車
を

始
め
と
し
た
自
動
車
の
新
技
術

に
つ
い
て
、
自
動
車
研
究
の
専

門
家
か
ら
話
を
聞
き
、
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

　
 

９
月　

日 

午
後
７
時
〜

１３

９
時　

分 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻

４５

対

費

申
問

他

時

（月）

場

窪
・
環
境
学
習
室
（
荻
窪
５
―

　

―　

） 
 

日
本
自
動
車
研

１５

１３

究
所
・
岩
井
信
夫 

区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
で　

歳
以
上
の
方

１８

 

三
〇
名 

無
料 

・ 

電
話

で
、
環
境
課
環
境
都
市
推
進
担

当
へ
（
先
着
順
） 

託
児
あ
り

（
３
歳
〜
就
学
前
）

●
区
民
企
画
講
座
（
井
草
わ

い
が
や
仲
間
） 

タ
マ
ネ
ギ
と
ス
パ
イ
ス

か
ら
作
る
イ
ン
ド
カ
リ

ー
講
座

　

ス
パ
イ
ス
を
き
か
せ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
カ
リ
ー
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
ス
パ
イ
ス
の
話
を

聞
き
、
イ
ン
ド
料
理
の
シ
ェ
フ

の
指
導
で
二
種
類
の
カ
リ
ー
と

チ
ャ
パ
テ
ィ
（
薄
焼
き
パ
ン
）

を
作
り
ま
す
。

　
 

９
月　

日 

午
後
１
時
〜

１８

５
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
―　

―　

） 

イ
ン
ド
レ
ス

２２

３２

ト
ラ
ン
＆
Ｂ
ａ
ｒ
「
ガ
ネ
ー
シ

ャ　

ガ
ル
」
カ
ト
リ
・
チ
ト
ラ
、

平
山
美
由
起 

二
〇
名（
抽
選
）

 

五
〇
〇
円 

ハ
ガ
キ
・
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
２
面

記
入
例
参
照
）
で
、
９
月
３
日

（
必
着
）
ま
で
に
社
会
教
育
セ

師
（財）

対

定

費

申

問

他

時

（土）

場

師
定

費

申

ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１
１
梅

１６６

里
１
―　

―　
　

３
３
１
７
‐

２２

３２
FAX

６
６
２
０
Ｅ
メ
ー
ルs

h
a
k
y
o

-c
@
c
ity
.s
u
g
in
a
m
i.lg
.j

p

）
へ

◇
企
画
運
営
委
員
（
井
草
わ
い

が
や
仲
間
）
募
集

　

区
民
企
画
講
座
は
、
区
民
の

皆
さ
ん
自
ら
が
企
画
し
運
営
を

し
て
い
く
講
座
で
す
。
あ
な
た

も
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作

り
杉
並
か
ら
文
化
を
発
信
し
ま

せ
ん
か
。

　
 

企
画
会
議
の
開
催
＝
毎
月

第
二
・
四
木
曜
日
午
後
７
時
〜

８
時　

分 

井
草
社
会
教
育
会

３０

館
（
井
草
４
―　

―　

）

１２

１０

☆

　
 

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
�
３

３
１
７
‐
６
６
２
１

●
連
続
学
習
会 

国
連
子
ど
も
の
権
利
委
員

会
の
勧
告
を
生
か
そ
う

　
 

９
月
７
日 

午
後
６
時　
３０

分
〜
８
時　

分
（
区
後
援
） 

３０

阿
佐
谷
会
議
室
（
阿
佐
谷
北
２

―　

―　

） 

第
三
回
「
子
ど

１８

１７

も
の
意
見
表
明
と
参
加
」 

子

ど
も
の
人
権
連
代
表
委
員
・
平

野
裕
二 

三
〇
名 

五
〇
〇
円

（　

歳
未
満
無
料
）、テ
キ
ス
ト

１８
代
一
〇
〇
〇
円
（
全
回
通
し
で

使
用
、　

歳
未
満
五
〇
〇
円
）

１８

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

杉
並

に
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
し
く

み
を
つ
く
る
会
・
山
内
�
・　
FAX

３
３
９
５
‐
２
６
９
５

減
量
教
室

　
 

・ 

・ 

右
下
表
の
と
お

り 

区
内
在
住
・
在
勤
で
、
本

当
に
減
量
し
た
い
ま
た
は
医
師

か
ら
減
量
を
勧
め
ら
れ
て
い
る

方 

三
〇
名 

八
〇
〇
円
（
食

材
料
費
二
回
分
） 

・ 

電
話

時

場

問時

（火）

場

内

師

定

費

申

問

時

場

内

対定

費

申

問

で
、
高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
�

３
３
１
１
‐
０
１
１
６
へ
（
先

着
順
）

弁
護
士
が
あ
な
た
に
知

恵
を
�
―
杉
並
女
性
団
体

連
絡
会
連
続
講
座

　

法
律
や
弁
護
士
な
ん
て
私
に

は
縁
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。人
生
は
先
行
き
不
透
明
、

知
ら
な
い
よ
り
は
知
っ
て
い
る

ほ
う
が
安
心
で
す
。
弁
護
士
が

あ
な
た
に
生
き
た
法
律
知
識
を

伝
え
ま
す
。（
区
共
催
）

　
 

・ 

○１
 

９
月　

日
＝
弁
護

１１

士
は
私
の
味
方
�
○２
 
　

日
＝
離

１８

婚
１
（
若
年
離
婚
）
○３
 
　

日
＝

２５

離
婚
２
（
中
高
年
離
婚
）
○４
 
　
１０

月
２
日
＝
遺
産
相
続
／
い
ず
れ

も
土
曜
日
の
午
後
１
時　

分
〜

３０

３
時　

分 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻

３０

窪
・
第
二
会
議
室
（
荻
窪
５
―

　

―　

） 

○１
 

○４
 

＝
弁
護
士
・

１５

１３

吉
岡
睦
子
○２
 

○３
 

＝
弁
護
士
・
布

施
憲
子 

区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で　

歳
以
上
の
方 

三
〇

１８

名
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
３
‐
４
４

１
０　

３
３
９
３
‐
４
７
１
４

FAX

 

託
児
（
１
歳
〜
就
学
前
）
希

望
の
方
は
各
講
座
五
日
前
ま
で

に
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
２
面
記
入
例
参
照
）
に
、
お

時

内
場師

対

定

費

申

問

他

子
さ
ん
の
名
前
・
年
齢
も
書
い

て
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
（
先
着
五

名
）

●
精
神
保
健
講
演
会 

か
け
が
え
の
な
い
人
を

 
喪 
っ
た
あ
な
た
へ

う
し
な

　

同
じ
体
験
を
持
つ
人
と
悲
し

み
を
分
か
ち
合
う
こ
と
で
、
つ

ら
さ
を
少
し
軽
く
し
ま
せ
ん

か
。

　
 

９
月
６
日 

午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時　

分 

方
南
会
館

３０

（
和
泉
４
―　

―
５
） 

Ｎ
Ｐ

４２

Ｏ
法
人
生
と
死
を
考
え
る
会
・

杉
本
脩
子
ほ
か 

三
〇
名 

・

 

電
話
で
、
和
泉
保
健
セ
ン
タ

ー
�
３
３
１
３
‐
９
３
３
１
へ

（
先
着
順
）

●
高
千
穂
大
学
公
開
講
座 

最
近
の
消
費
の
動
き
を

探
る
―
消
費
に 
関 
わ
る
八

か
か

つ
の
小
話

　
 

・ 

・ 

右
下
表
の
と
お

り
（
区
共
催
） 

高
千
穂
大
学

 

区
内
在
住
・
在
勤
の　

歳
以

１８

上
の
方 

二
〇
〇
名
（
抽
選
）

 

五
〇
〇
円
（
資
料
代
） 

往

復
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ

ー
ル
（
２
面
記
入
例
参
照
）
に

希
望
講
座
名
も
書
い
て
、
９
月

３
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
高

千
穂
大
学
「
公
開
講
座
」
係

時

（月）
場

師

定

申

問
時

内

師
場

対

定

費

申

（
〒　

‐
８
５
０
８
大
宮
２
―

１６８

　

―
１　

３
３
１
３
‐
９
０
３

１９

FAX

４
Ｅ
メ
ー
ルk

o
u
k
a
i@
g
a
c

.ta
k
a
c
h
ih
o
.a
c
.jp

）
へ 

同
係
�
３
３
１
３
‐
０
１
４
６

●
明
治
大
学
公
開
講
座 

政
治
と
文
学

　
 

・ 

・ 

右
表
の
と
お
り

（
計
四
回
・
区
共
催
） 

明
治

大
学
和
泉
校
舎
（
永
福
１
―
９

―
１
） 

原
則
と
し
て
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
で　

歳
以
上

１８

問

時

内

師

場

対

の
方 

二
五
〇
名
（
抽
選
） 

一
〇
〇
〇
円
（
四
回
分
） 

往

復
ハ
ガ
キ（
２
面
記
入
例
参
照
）

に
「
杉
並
区
内
大
学
公
開
講
座

受
講
希
望
」
と
明
記
し
、
９
月

３
日
（
必
着
）
ま
で
に
明
治
大

学
広
報
部
「
杉
並
区
内
大
学
公

開
講
座
」
係
（
〒　

‐
８
３
０

１０１

１
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
１
―

１
）
へ 

同
広
報
部
�
３
２
９

６
‐
４
０
８
８　

３
２
９
６
‐

FAX

４
０
８
７

定

費
申

問

〈学校開放公開講座・お父さんとお母さんの子育て講座〉 
定員講師内容日時

大人
４０名

お茶の水女子大学子ど
も発達教育研究センタ
ー教授　　高濱　裕子

お話（1）親になるって
どんなこと？

９月１５日（水）
午前１０時～正午

親子
３０組

国立音楽大学付属幼稚
園主事教諭
　　　　　山下　郁子

一緒に遊ぼう（1）親子
でリトミック

　　１８日（土）
午後１時～３時

大人
４０名

日立家庭教育研究所研
究員　　　坂上　裕子

お話（2）子どもの気持
ちの発達と親のかか
わり

　　２９日（水）
午前１０時～正午

大人
４０名

武蔵野大学現代社会学
部助教授　渡辺　利子

お話（3）子どものしつ
けと体罰

１０月２日（土）
午後１時～３時

大人
４０名

湘北短期大学保育学科
講師　　　岡本　依子

お話（4）子どもに対す
る親の感情の育ち

　　１３日（水）
午前１０時～正午

親子
３０組

国立音楽大学付属幼稚
園主事　
山崎   信政・山崎   絵里

一緒に遊ぼう（2）親子
で歌あそび

　　２３日（土）
午後１時～３時

大人
４０名

お茶の水女子大学子ど
も発達教育研究センタ
ー教授　　高濱　裕子

お話とグループワー
ク（5）親になることを
支えるネットワーク

　　２７日（水）
午前１０時～正午

〈高千穂大学公開講座〉
講師内容月日

（株）アサツー　ディ・ケイコンテン
ツグループ長　　  　西岡　直実

○１ キャラクター消費～アニメ
から企業キャラクターまで

９月
１１日（土） （株）東芝　デジタルメディアネット

ワーク社ＤＡＶ国内営業部企画担
当グループ長　　　  藤原　豊和

○２ 新三種の神器(薄型テレビ・
ＤＶＤレコーダー・デジタル
カメラ）～デジタル家電の今
後の動き

大学共同利用機関法人統計数理研
究所教授　　　　  　坂本　慶行

○１ 国民性調査にみる日本人の
価値観の変遷１８日（土）

Ｓ．Ａ．Ｉ代表　　  　清水　道子○２ 女性の消費
岐阜聖徳学園大学教授　
　　　　　　　　　  武藤　博道○１ どうなる家計消費

２５日（土）
日経ホーム出版社「日経おとなの
OＦＦ」編集長　　   能勢　　剛

○２ いま「日本人のＯＦＦ（余
暇）」に求められているもの

高千穂大学教授　  佐野　美智子○１ 消費者の「買う気」の変遷
１０月
２日（土） 日本経済新聞社日経産業消費研究

所研究主管　　　  　長尾　邦彦○２ 団塊世代の消費

(注）時間はいずれも、○１ ＝午後１時～２時１０分、○２ =２時３０分～３時４０分。

〈減量教室〉
会場内容月日

高円寺保健センタ
ー（高円寺南３‐
２４‐１５）

食生活と体重の
チェックで健康
生活

９月
１日（水）

あなたの食事計
画を立てよう
（講演と試食）

８日（水）

セシオン杉並（梅
里１‐２２‐３２）

運動で減量のコ
ツ１０日（金）

阿佐谷地域区民セ
ンター（阿佐谷南
１‐４７‐１７）

ヘルシーメニュ
ーの実習（午前
１０時～正午）

１６日（木）
阿佐谷北商店街～
馬橋公園～阿佐谷
地域区民センター

ヘルシーウォー
キング（午後１
時～２時３０分）

（注）１．時間はいずれも、午前１０時～正午（１６日
は２時３０分まで・計４回）。２．１０日は運動ので
きる服装・靴をご用意ください。３．１６日はエ
プロン、三角きん、ふきんをお持ちください。

〈明治大学公開講座〉
講師内容月日

政治経済学部
助教授 
　冨澤　成實

有島武郎「迷路」善悪醜
美ー僕のあらゆる力を集
め如実に生活して行かう

１０月
２日

政治経済学部
教授
　吉田　悦志

北村透谷「哀願書」―世
運遂ニ奈何トモスルナキ
ヲ知ル

９日

商学部教授
　佐藤　嗣男

芥川龍之介「桃太郎」―
お前たちも悪戯すると、
人間の島へやってしまふ
よ

１６日

名誉教授
　坂上　博一

徳富蘆花「謀叛論」―彼
らは乱臣賊子の名をうけ
ても、ただの賊ではな
い、志士である

２３日

(注）１．時間はいずれも、土曜日の午後２時～３時３０分。
２日は１時４５分～開講式、２３日は講座終了後に閉講
式を行います。２．各作品を読んでおいてください。

　　　区民等の意見提出手続き
　　　を予定しています

○１ 案の名称
　杉並区立小中学校第１次適正配置計画（たたき台）
○２ 意見などの提出期間　９月１日（水）～１１月３０日（火）
※概要は「広報すぎなみ」９月１日号、区ホームページに
掲載。９月１日から図書館などでも閲覧できます。

 教育委員会事務局　学校適正配置担当・学務課・
　施設課
問

自 治 基 本
条例による



声の広報」のお申し込みは広報課へ。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
入
門
講
座

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
法
人
化
す
る
場
合

の
要
件
、
手
続
き
の
流
れ
、
法

人
化
し
た
場
合
の
長
所
・
短
所
、

法
人
の
義
務
な
ど
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

　
 

９
月　

日 

午
後
６
時　

１０

３０

分
〜
８
時　

分 

杉
並
Ｎ
Ｐ

３０

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　
４７

―　

四
階
） 

一
五
名 

二
〇

１７
〇
〇
円
（
都
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
代

を
含
む
） 

・ 

８
月　

日
か

２２

ら
電
話
で
、
杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
セ
ン
タ

ー
�
５
３
０
６
‐
３
９
３
９
へ

（
先
着
順
）

土
曜
日
の 

生
活
習
慣
病
予
防 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室

　
 

・ 

８
月　

日 

＝
知
ろ

２８

う
つ
く
ろ
う
血
液
サ
ラ
サ
ラ
の

か
ら
だ
（
検
査
値
の
見
方
・
血

時

（金）
場

定

費

申

問

時

内

（土）

圧
・
体
脂
肪
測
定
）、
歯
周
病
っ

て
な
ん
だ
ろ
う
▽
９
月
４
日 

＝
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ

ん
か（
食
品
の
選
び
方
・
食
べ
方

の
ポ
イ
ン
ト
）、か
ら
だ
を
気
持

ち
よ
く
動
か
そ
う
／
時
間
は
い

ず
れ
も
、
午
前
９
時　

分
〜
正

３０

午 

上
井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー（
上
井
草
３
―　

―
１
） 

運

３４

動
指
導
員
・
新
田
千
春
ほ
か 

区
民
健
診
な
ど
で
要
指
導
と
い

わ
れ
た
方
、
関
心
の
あ
る
方 

三
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、

上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３

９
４
‐
１
２
１
２
へ
（
先
着
順
）

●
公
害
学
級 

声
を
出
し
て
ぜ
ん
息
発

作
に
備
え
よ
う

　
 

９
月　

日 

・　

日 

午

２５

２６

前　

時
〜
正
午 

杉
並
保
健
所

１０

 

腹
式
呼
吸
法
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
音
楽
療
法
の
実
技 

音
楽

療
法
士
・
福
田
義
子 

区
内
在

住
の
４
歳
〜
小
学
校
三
年
生 （土）

場

師
対定

費

申

問

時

（土）

（日）

場

内

師
対

で
、
軽
・
中
程
度
の
気
管
支
ぜ

ん
息
、
慢
性
気
管
支
炎
な
ど
に

か
か
っ
て
い
る
方
と
そ
の
保
護

者 

二
〇
組
（
抽
選
） 

無
料

 

ハ
ガ
キ（
２
面
記
入
例
参
照
）

に
「
第
一
回
公
害
学
級
参
加
希

望
」、学
年（
未
就
学
児
は
年
齢
）

も
書
い
て
、
９
月
３
日
（
必
着
）

ま
で
に
杉
並
保
健
所
保
健
予
防

課
（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪
５

１６７

―　

―
１
）
へ 

同
課
�
３
３

２０
９
１
‐
１
０
２
５

幼
児
の
い
る
方
の 

ヘ
ル
シ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　
 

・ 

①
９
月
６
日 

＝
き

ち
っ
と
食
べ
て
ま
す
か
？
▽
②

　

日 

＝
さ
わ
や
か
な
汗
な
が

２７し
て
み
よ
う
〜
ス
ト
レ
ッ
チ
と

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
▽
③　

月　

日

１０

１３

 

ま
た
は　

日 

＝
簡
単
に
で

２０

き
る
弁
当
づ
く
り
昼
食
会
（
い

ず
れ
も
内
容
は
同
じ
）
▽
○４
 
　
１８

日 

＝
健
康
で
暮
ら
す
に
は
？

／
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
前
９

定

費

申

問

時

内

（月）

（月）

（水）

（水）

（月）

時　

分
〜　

時　

分
（
③
は
正

３０

１１

３０

午
ま
で
） 

高
井
戸
西
幼
稚
園

（
高
井
戸
西
３
―　

―
４
）、③

１５

は
高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高

井
戸
東
３
―　

―
３
） 

食
生

２０

活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
宗
像
伸
子
、

健
康
体
操
指
導
士
・
斎
藤
な
み

え
ほ
か 

全
回
参
加
で
き
る
方

 

五
〇
名 

三
〇
〇
円
（
昼
食

代
） 

・ 

電
話
で
、
高
井
戸

保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
３
４
‐

４
３
０
４
へ
（
先
着
順
）

終
末
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
意
味
す
る
も
の　

―
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医

療
と
介
護
の
接
点
を
求
め
て

　
 

９
月　

日 

午
後
０
時　

２３

３０

分
〜
５
時
（
区
後
援
） 

産
業

商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３
―
２

―　

） 

・ 

②
か
ら
だ
を
通

１９
し
て
心
に
ふ
れ
る
〜
終
末
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
す

る
も
の
（
茨
城
県
立
医
療
大
学

付
属
病
院
院
長
・
大
田
仁
史
）

場

師

対

定

費

申

問

時

（祝）

場

内

師

②
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
と

い
う
こ
と
、「
新
し
い
介
護
」
に

託
す
も
の
（
生
活
と
リ
ハ
ビ
リ

研
究
所
代
表
・
三
好
春
樹
）
③

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

一
五
〇
名 

一
三
〇
〇
円
（
区
外
在
住
者
一

五
〇
〇
円
） 

・ 

電
話
・
フ

ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人 
和
笑
庵 
（
成
田
東
３
―　

わ
し
ょ
う
あ
ん

３７

―
６
�
５
３
０
５
‐
３
２
８
１

ま
た
は
�
３
３
１
７
‐
１
５
０

１
�
３
３
１
７
‐
１
５
３
６
）

へ
（
先
着
順
）

暮
ら
し
に
役
立
つ
法
律
・

相
談
セ
ミ
ナ
ー

　

暮
ら
し
に
役
立
つ
法
律
や
税

の
知
識
を
、
わ
か
り
や
す
く
説

定

費

申

問

明
し
ま
す
。（
区
共
催
）

　
 

・ 

①
９
月
４
日 

＝
家

族
と
法
律
（
親
の
責
任
・
後
見

人
・
離
婚
な
ど
）、
家
族
と
税
金

（
妻
の
パ
ー
ト
収
入
・
所
得
控

除
）
▽
②
５
日 

＝
遺
言
・
相

続
・
贈
与
の
方
法
、
相
続
・
贈

与
の
税
金
▽
③
８
日 

＝
不
動

産
の
賃
貸
・
売
買
の
ト
ラ
ブ
ル
、

不
動
産
に
関
す
る
税
金
▽
○４
 
　
１０

日 

＝
金
銭
貸
借
を
め
ぐ
る
ト

ラ
ブ
ル
、
相
続
・
贈
与
の
基
礎

知
識
／
①
②
は
午
後
２
時
〜
４

時
、
③
○４
 

は
午
後
６
時　

分
〜

３０

８
時　

分 

産
業
商
工
会
館

３０

（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―　

） 
１９

弁
護
士
・
公
認
会
計
士
・
税
理

士 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方 

各
回
五
〇
名
（
複
数
講

座
の
申
し
込
み
可
） 

一
回
五

〇
〇
円
（
資
料
代
な
ど
） 

・

 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、

松
井
・
小
町
谷
法
律
事
務
所
�

３
５
０
３
‐
０
４
７
８　

３
５

FAX

０
３
‐
０
４
７
７
へ

時

内

（土）

（日）

（水）

（金）

場

師

対
定

費

申

問

〈リサイクルひろば高井戸・９月の講習会〉
申込み定員日　時講習会名

当日直接
会場へ

１０名３日（金）午前１０時３０分～正午廃油（てんぷら油）からの石けん
作り体験コーナー

１０名４日（土）午前１０時３０分～午後３時３０分アクリルたわし作り体験コーナー

電話で
先着順

１２名５日（日）午後１時３０分～３時３０分牛乳パックからの手すきハガキ
１０名６日（月）午後１時３０分～３時３０分和服のリフォーム相談（入門編）
各回
１０名

１１日（土）○１ 午後１時～○２ 午後２時
３０分～包丁とぎを習おう

１２名１３日（月）午後１時３０分～３時３０分ハギレから鍋つかみを作ろう

１０名１９日（日）午後１時～４時（受付は
３時まで）

おもちゃのクリニック（おもちゃ
の修理）※１人１点まで

１０名１９日（日）午前１１時～正午自転車のお手入れ方法
各回
５名

１９日（日）○１ 午後１時～２時○２ 午後
２時～３時自転車のパンクの直し方

各日
３名

２０日（祝）・２７日（月）午後１時３０分～
２時３０分生ごみたい肥相談コーナー

（注）１．申し込み・問い合わせは、リサイクルひろば高井戸（〒１６８‐００７２高井戸東３‐７‐
４�３３３１‐４３６０・水・木曜休館）へ。募集人数に満たない場合は中止の場合もあります。
２．費用は無料。

〈すぎなみ環境情報館・９月の講習会〉
申込み定員日　時講習会名

電話で先着順２５名６日（月）午後６時３０分～
８時３０分

環境学習教材エコツムリキット
「ケミストリー」を学ぼう

往復ハガキで
９月１日必着１５名９日（木）午後２時～４時傘布から自転車のサドルカバー

を作ろう

電話で先着順２０名１３日（月）午後２時～４時
リサイクルリーダー入門「可燃
ごみのゆくえを追って～清掃工
場バス見学会」

往復ハガキで
９月６日必着１５名１６日（木）午後２時～４時はぎれでピエロのブローチを作

ろう

往復ハガキで
９月１１日必着２０名２１日（火）・２８日（火）

午後２時～４時万葉の植物～秋の巻（計２回）

電話で先着順２５名２４日（金）午後２時～４時いよいよ始まるプラスチックリ
サイクル
（注）１．会場は、あんさんぶる荻窪・環境学習室。２．申し込み・問い合わせは、すぎ
なみ環境情報館（〒１６７‐００５１荻窪５‐１５‐１３あんさんぶる荻窪４階�３３９８‐３１９１）
へ。２面ハガキ記入例参照（抽選）。募集人数に満たない場合は中止の場合もあり
ます。３．費用は無料。

区
立
保
育
園
ア
ル
バ
イ

ト
・
パ
ー
ト

◇
ア
ル
バ
イ
ト

　
 

勤
務
内
容
＝
①
保
育
士
②

調
理
（
い
ず
れ
も
産
休
、
病
休

な
ど
の
代
替
）
▽
勤
務
期
間
＝

　

月
１
日
〜　

年
３
月　

日
の

１０

１７

３１

う
ち
一
カ
月
〜
六
カ
月
（
二
カ

月
を
超
え
る
場
合
は
社
会
保
険

に
加
入
）
▽
勤
務
時
間
＝
①
午

内

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

の
間
で
指
定
す
る
時
間
（
実
働

四
〜
八
時
間
）
②
午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
５
時　

分
の
間
で
指

１５

定
す
る
時
間
（
実
働
八
時
間
）

▽
勤
務
日
数
＝
月
二
〇
日
（
日

曜
・
祝
日
を
除
く
）
▽
募
集
予

定
人
数
＝
①
三
〇
名
程
度
②
若

干
名
▽
日
給
（
実
働
八
時
間
の

場
合
）
＝
①
保
育
士
の
有
資
格

者
＝
八
二
四
〇
円
、
幼
稚
園
・

学
校
教
員
な
ど
の
有
資
格
者

（
な
く
て
も
応
募
は
可
）
＝
七

六
〇
〇
円
②
七
六
〇
〇
円
（
資

格
不
要
）
※
交
通
費
支
給
な
し

◇
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

　
 

勤
務
内
容
＝
①
保
育
補
助

（
保
育
士
の
補
助
）
②
調
理
補

助
（
給
食
・
補
食
な
ど
の
調
理

補
助
）
▽
勤
務
期
間
＝　

月
１

１０

内

日
〜　

年
３
月　

日（
更
新
可
、

１７

３１

た
だ
し
二
回
ま
で
）
▽
勤
務
時

間
＝
①
午
前
７
時　

分
〜
９
時

３０

　

分
ま
た
は
午
後
４
時　

分
〜

３０

３０

６
時　

分
②
午
前
９
時
〜
午
後

３０

２
時　

分
（
実
働
五
時
間
）
▽

４５

勤
務
日
数
＝
①
週
六
日
②
週
五

日
▽
時
給
＝
①
一
二
三
〇
円
②

一
一
二
〇
円
▽
募
集
予
定
人
数

＝
若
干
名
▽
そ
の
他
＝
資
格
不

要
、
交
通
費
支
給
（
月
額
一
万

円
限
度
）、
雇
用
保
険
加
入
（
週

二
〇
時
間
以
上
勤
務
）、有
給
休

暇
・
定
期
健
康
診
断
・
被
服
貸

与
あ
り

　
　
　

☆

　
 

写
真
を
は
っ
た
履
歴
書
に

希
望
職
種
と
、
ア
ル
バ
イ
ト
の

場
合
は
勤
務
可
能
期
間
も
書
い

て
、
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の

申

方
は
保
育
士
資
格
証
明
書
の
写

し
を
添
え
、
郵
送
は
９
月
３
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
、
持
参
は

９
月
６
日
ま
で
に
、
保
育
課
管

理
係
（
区
役
所
東
棟
三
階
）
へ

 

同
係 

①
応
募
は
満　

歳
以

１８

上
の
方
に
限
り
ま
す
②
応
募
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん
③
採
用
の

可
否
は
、
郵
送
ま
た
は
電
話
で

９
月
下
旬
ご
ろ
ま
で
に
通
知
予

定
で
す
○４
 

応
募
者
数
の
状
況
な

ど
に
よ
り
採
用
さ
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
○５
 

採
用
時
に
、
所

定
の
健
康
診
断
書
（
費
用
は
自

己
負
担
）
が
必
要
で
す

身
体
障
害
者
対
象
特
別

区
職
員
（
�
類
事
務
）

　
 

第
一
次
試
験
日
＝　

月　
１０

１７

日 
 

次
の
す
べ
て
に
該
当

問

他

内（日）
対

し
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
①

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
②
選
考
申
込
時
と

採
用
時
に
引
き
続
き
特
別
区
内

に
住
所
を
有
す
る
方
③
昭
和　
５２

年
４
月
２
日
〜　

年
４
月
１
日

６２

に
生
ま
れ
た
方
○４
 

自
力
で
通
勤

で
き
、
か
つ
介
護
者
な
し
に
職

務
の
遂
行
が
可
能
な
方
○５
 

通
常

の
勤
務
時
間
（
原
則
と
し
て
週

四
〇
時
間
、
一
日
八
時
間
）
に

対
応
で
き
る
方
○６
 

活
字
印
刷
文

に
よ
る
出
題
に
対
応
で
き
る
方

 

一
三
名 

郵
送
＝
申
込
書
を

９
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

１７

に
、
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務

局
任
用
課
（
〒　

‐
０
０
７
３

１０２

千
代
田
区
九
段
北
１
―
１
―

４
）
へ
▽
持
参
＝
９
月　

日
・

２１

　

日
に
区
職
員
課
人
事
係
（
区

２２ 定

申

役
所
東
棟
五
階
）
ま
た
は
特
別

区
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課

へ
（
い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
午

１０

後
５
時
）▽
採
用
選
考
案
内（
申

込
書
）
の
配
布
場
所
＝
職
員
課

人
事
係
、
区
民
事
務
所
・
分
室
、

駅
前
事
務
所
、
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー
、
図
書
館
、
福
祉
事
務
所
、

障
害
者
福
祉
会
館
、
特
別
区
人

事
委
員
会
事
務
局
任
用
課 

特

別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用

課
採
用
係
�
５
２
１
０
‐
９
７

８
７
、
採
用
試
験
テ
レ
ホ
ン
サ

ー
ビ
ス
�
３
２
６
１
‐
２
２
２

１
（
二
四
時
間
）
ま
た
は
区
職

員
課
人
事
係 

特
別
区
人
事
委

員
会
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w
w
w
.to
k
y
o
2
3
c
it

y
.o
r.jp
/s
a
iy
o
u
-s
ik
e
n
.h

tm

問

他



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報」のお

�������●５ 平成１６（２００４）年�月��日（土曜日）

●区民体育祭夏季大会
◇アクアスロン大会
　 ９月２３日（祝）午前９時～ 上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐１） 
種目＝一般Ａ男女（高校生以上～３９歳まで）、一般Ｂ男女（４０歳以上）＝スイム
１５０m・ラン２６００m、中学生男女（学年別）＝スイム１５０m・ラン１９５０m、小学生男
女（学年別）＝スイム１５０m・ラン１３００m 区内在住・在勤・在学で小学生以上の
方 一般２０００円、中学生１０００円、小学生５００円 申込書（区立体育施設にありま
す）と参加費を、９月１６日（必着）までに区トライアスロン連合事務局・中野昭
二（〒１６７‐００４１善福寺３‐１３‐１９フレンド商会内）へ郵送（現金書留）または
持参 同連合・中野�３３９９‐３６５９
●区民体育祭秋季大会
◇弓道
　 高校の部＝９月５日（日）午前９時～午後５時／一般の部＝１０月１７日（日）午前１１
時～午後５時 上井草スポーツセンター弓道場（上井草３‐３４‐１） 種目＝団
体・個人の部 区内在住・在勤・在学および区弓道連盟会員 無料 高校の部
は事前に配布する所定の用紙で８月２８日（必着）まで、一般の部は往復ハガキ
（２面記入例参照）で１０月１０日（必着）までに、区弓道連盟・宍戸文育（〒１６８
‐００６５浜田山１‐７‐６‐２０３）へ郵送 同連盟・宍戸�３３２９‐４６１４
◇クレー射撃
　 ９月２６日（日）午前９時～ ぐんまジャイアント射撃場（群馬県富岡市桑原６０４）
 種目＝トラップ、スキート 区内在住・在勤・在学・区連盟会員で銃砲所持許
可者 １種目６０００円 当日、直接会場へ 区クレー射撃連盟・森下�３３９５‐３３０３
◇卓球
　 １０月１０日（日）午前９時～ 高円寺体育館（高円寺南２‐３６‐３１） 種目＝男
女別シングルス＝小・中学生、高校生、一般、４０歳代・５０歳代・６０歳代・７０歳代
（男子のみ）、男子・女子ダブルス 区内在住・在勤・在学の方 シングルス１
種目６００円（高校生以下４００円）、ダブルス1組１２００円 種目・氏名・年齢・住所・
所属チーム名を書いた用紙（指定なし）と参加費を、９月２９日までに区卓球連盟
事務局（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐７‐１（株）タマス内）へ郵送（書留）または持参
 同連盟事務局�３３１４‐６６２４（土・日曜・祝日を除く午前１０時～午後５時）
◇バドミントン（小学生・高校生の部）
　 小学生＝９月２３日（祝）、高校生＝９月１８日（土）・２０日（祝）いずれも午前９時～ 小
学生＝高円寺体育館（高円寺南２‐３６‐３１）、高校生＝上井草スポーツセンター（上井
草３‐３４‐１） 種目＝小学生＝男女の別なし単、高校生＝男女単・複 区内在住・
在学の小学生、高校生 小学生＝無料、高校生＝単６００円・複１２００円を郵便局
「００１３０‐８‐７２４１１７杉並区バドミントン連盟」へ振り込み 申込書（区立体育施設
にあります）と振替受領書のコピー（高校生のみ）を、９月３日（必着）までに区バド
ミントン連盟・宇田川孝（〒１６６‐００１５成田東４‐３８‐２０ミカドスポーツ内）へ郵送ま
たは持参 同連盟・宇田川�３３１３‐８５５１（午前１０時～午後５時）

●トリム＆エクササイズ　○す 教室番号１９３７
　 ９月３０日～１１月４日の毎週木曜日午前１１時～午後１時（計６回） 大宮前体
育館 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者 ４０名（抽選） １０００
円 往復ハガキ（２面記入例参照）に生年月日も書いて、９月１日（必着）まで
に大宮前体育館（〒１６８‐００８１宮前２‐１１‐１１）へ 同体育館�３３３４‐４６１８
●泳法別水泳　○す 教室番号２０５６
　 １０月８日～１１月１２日の毎週金曜日午後７時～９時（計６回） 上井草スポー
ツセンター 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の２５�以上泳げる方 ６０名（抽
選） ３０００円 往復ハガキ（２面記入例参照）に生年月日も書いて、９月６日
（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ 
同センター�３３９０‐５７０７ 託児（３歳～就学前）あり
● 親子リズム体操　○す 教室番号２０７７
　 １０月５日～１１月９日の毎週火曜日午後１時～３時（計６回） 荻窪体育館 
区内在住・在勤・在学で３歳～就学前の幼児とその保護者 １５組３０名（抽選） 
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１０００円 往復ハガキ（２面記入例参照）に生年月日（親と子両方）も書いて、９
月２日（必着）までに荻窪体育館（〒１６７‐００５１荻窪３‐４７‐２）へ 同体育館
�３２２０‐３３８１
●硬式テニス　○す 教室番号２１１５
　 ９月３０日～１２月２日（予備日＝１２月９日）の毎週木曜日午後１時～３時（計
８回） 上井草スポーツセンター 区内在住・在勤・在学で６０歳以上の初心者・
初級者 ６０名（抽選） ７００円 往復ハガキ（２面記入例参照）に生年月日も書
いて、９月６日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３
‐３４‐１）へ 同センター�３３９０‐５７０７ 託児（３歳～就学前）あり
●野球　○す 教室番号２１１７
　 １０月３日～１１月１４日（予備日＝１１月２１日）の毎週日曜日午前９時～１１時（計
７回） 上井草スポーツセンター 区内在住・在学の小・中学生 ３０名（抽選）
 １６００円 往復ハガキ（２面記入例参照）に生年月日も書いて、９月９日（必
着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ 同セ
ンター�３３９０‐５７０７
●体験ヨット講習会
　潮風を受けながら葉山の海でヨット体験はいかがですか。セーリングクルーザ
ー（１２人乗り）を使用します。
　 ９月２５日（土）午前７時３０分～午後５時３０分 葉山マリーナ（神奈川県三浦郡葉
山町） 区内在住・在勤・在学で１６歳～６５歳の健康な方 ２１名（抽選） １万
２０００円（傷害保険料、バス代、昼食代などを含む） 往復ハガキ（２面記入例参
照、２名まで連記可、重複申込不可）に生年月日も書いて、９月２日（必着）ま
でに�杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ
谷ビル８階）へ 同財団�３３１２‐２１１１（区代表）
●歩っ人（ほっと）すぎなみ　山歩きプランニング講習会～自分で山歩き計画を
立案しませんか？（山歩きの基本からプランニングまで）
　山歩きを愛好している方で、他人依存の山歩きからの卒業を考えている方を対
象に、小グループで楽しむ山歩きを｢自分たちで計画して実際に行く｣ことができ
るように、基本的な知識と必要な技術を学びます。
　 ・ ・ 下表のとおり（計７回） ５０名 １０００円（講義テキスト、傷害保
険料など。実地に伴う交通費などは自己負担） 往復ハガキ（２面記入例参照）
に山歩きの頻度（最近どのくらい山歩きをしているか）も書いて、９月３日（必
着）までに（財）杉並区スポーツ振興財団事業係（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐１４‐２み
なみ阿佐ケ谷ビル８階）へ 同財団�３３１２‐２１１１（区代表）
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〈歩っ人（ほっと）すぎなみ　山歩きプランニング講習会〉
内容／講師日時／会場回

開講式、講義「登山計画と地形図」「山の道具
と歩き方」／山歩きライター　打田　 一

９月１８日（土）午前１０時～午後
４時／区役所第４会議室１

講義「山岳ガイドの実践山歩き」／東京都山岳
連盟山岳指導員

　　２２日（水）午後６時３０分～
８時３０分／荻窪体育館（荻
窪３‐４７‐２）

２

講義「山でバテないための生理学」（上手な歩き
方・呼吸法）／スポーツドクター　塩田　純一

　　２９日（水）午後７時～９時
／荻窪体育館３

実地Ａ班「山から学ぶ○１ （地図の読み方）」／
山歩きライター　打田　 一

１０月２日（土）午前８時～午後
４時／都民の森～三頭山４‐○１ 

講義「山歩きにおける応急処置」／杉並区接骨
師会会長　粕谷　泰右

　　６日（水）午後７時～９時
／荻窪体育館５

実地Ｂ班「山から学ぶ○２ （地図の読み方）」／
山歩きライター　打田　 一

　　１７日（日）午前８時～午後
４時／都民の森～三頭山４‐○２ 

グループごとに日程・場所を決めて、計画書を
作成し実際に山歩きをする

プランニング実践（１０月下
旬～１１月中旬）６

実践発表会（Ａ班）～小グループ活動につい
て、閉講式

１１月１０日（水）午後７時～９時
／荻窪体育館７‐○１ 

実践発表会（Ｂ班）～小グループ活動につい
て、閉講式

　　２４日（水）午後７時～９時
／荻窪体育館７‐○２ 

（注）１．１０月２日、１７日の予備日として、１１月３日、７日を予定しています。
　　　２．６回目以降は、実地講習の実施日によって変更することもあります。

スポーツ教室　○す …すぽーつ・ねっと�５３０５‐６２１３で申し込みできます

※『すぽーつ・ねっと』は自動音声応答により杉並区の体育施設予約などのサ
ービスが利用できる電話受付システムです。申し込みは、８月２１日午前８時か
らハガキの締め切り日の午後１１時までです。
なお、定員を超えた場合は、初めて申し込んだ方を優先する場合があります。
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　◆国民年金◆　６５歳になられる方へ６５歳になられる方へ
　老齢基礎年金の受給には、手続が必要です。受付は誕生日の前日からで
す。必要書類などについては下記にお問い合わせください。
　 加入したことのある年金が国民年金だけで、１号被保険者期間のみ
の方＝区役所国民年金課年金給付係／国民年金の３号被保険者期間のあ
る方、厚生年金や共済年金に加入したことのある方＝杉並社会保険事務
所（高円寺南２‐５４‐９�３３１２‐１５１１）
※１号被保険者＝自営業、学生など／３号被保険者＝厚生年金・各種共済
年金加入者に扶養されている配偶者

問

８月１１日付広報５面「スポーツ」中、「区民友好・バタフラ
イ・ダブルス・チームカップ・卓球大会」は、どなたでも出
場できます。

訂正とおわび
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歳
以
上
の
方
は　

月
１

７０

１０

日
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。
パ
ス

の
種
類
は　

年
度
の
住
民
税
が

１６

課
税
の
方
は
二
万
五
一
〇
円
、

非
課
税
の
方
は
一
〇
〇
〇
円
で

す
。

　
 

○１
 

健
康
保
険
証
な
ど
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
が
確
認

で
き
る
も
の
○２
 

一
〇
〇
〇
円
の

パ
ス
に
該
当
す
る
方
は
住
民
税

申申

非
課
税
証
明
書
ま
た
は
７
月　
２３

日
ご
ろ
に
送
付
さ
れ
た
「
介
護

保
険
料
納
入
（
決
定
）
通
知
書
」

を
お
持
ち
の
上
、
お
近
く
の
バ

ス
会
社
の
営
業
所
・
案
内
所
へ

 

東
京
バ
ス
協
会
�
５
３
０
８

‐
６
９
５
０
ま
た
は
お
近
く
の

バ
ス
会
社
の
営
業
所
・
案
内
所

国
民
健
康
保
険
料
の 

納
付
書
を
送
付
し
ま
す

　

８
月　

日
�
に
、
９
月
分
〜

２６

　

月
分
の
納
付
書
を
送
付
し
ま

１２す
。
９
月
分
以
降
が
す
べ
て
納

付
で
き
る
「
一
括
納
付
書
」
も

一
緒
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

口
座
振
替
ご
利
用
の
方
と
、

９
月
分
以
降
納
付
済
み
の
方
に

は
送
付
し
ま
せ
ん
。

　
 

国
民
健
康
保
険
課
資
格
係

９
月
の
出
張
教
育
相
談
室

　
 

９
月　

日
�
午
前
９
時
〜

３０

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時 

井

草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
下
井

草
５
―
７
―　

） 

区
内
の
幼

２２

児
・
小
・
中
学
生
の
保
護
者
と

関
係
者 

無
料 

・ 

前
日
ま

で
に
電
話
で
、
済
美
教
育
研
究

所
�
３
３
１
１
‐
０
０
２
１
へ

予
約 

当
日
は
会
場
で
受
け
付

け
ま
す
が
、
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す

浜
田
山
会
館
証
明
書
自

動
交
付
機
の
臨
時
休
止

　

館
内
整
理
日
の
変
更
に
伴

い
、
９
月　

日 

に
臨
時
休
止

２０

し
ま
す
。　

日 

は
平
常
ど
お

２１

り
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　
 

区
民
課
証
明
係

建
物
の
耐
震
診
断
や
耐

震
改
修
に
つ
い
て
の
無

料
相
談
会

　

専
門
家
に
よ
る
相
談
会
を
開

問
問時

場

対

費

申

問

他

（祝）（火）

問

催
し
ま
す
。

　
 

９
月
１
日 

午
前　

時
〜

１０

午
後
４
時 

区
役
所
一
階
ロ
ビ

ー 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

図

面
な
ど
が
あ
る
場
合
は
お
持
ち

く
だ
さ
い

◇
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

最
近
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
や
耐
震
改
修
を
強
く
勧
め
る

業
者
が
い
ま
す
。
区
か
ら
依
頼

さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
勧
誘

し
て
い
る
例
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
こ
う
し
た
業
者
は
区
と
は

一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
に
思
っ
た
ら
、
早
め
に

区
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

☆

　
 

建
築
課
建
築
監
理
係

建
築
無
料
相
談
会

　

設
計
、
工
事
ト
ラ
ブ
ル
、
資

金
計
画
、
そ
の
他
建
築
で
お
悩

み
の
方
を
対
象
に
開
催
し
ま

す
。
建
築
と
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
新
し
い
情
報
の
展
示
や
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映
さ
れ
た
阿
佐
ケ

谷
商
店
街
の
ビ
デ
オ
上
映
も
予

定
し
て
い
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 

９
月
１
日 

午
前　

時
〜

１０

午
後
４
時 

区
役
所
一
階
ロ
ビ

ー 

当
日
、
直
接
会
場
へ 
 

東
京
都
建
築
士
事
務
所
協
会
杉

並
支
部
�
５
９
３
８
‐
２
９
２

４も
の
わ
す
れ
予
防
相
談

　
「
最
近
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
い
」

「 
痴  
呆 
か
も
し
れ
な
い
」
な
ど

ち 
ほ
う

の
心
配
が
あ
る
方
、
ま
ず
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
 

９
月
９
日 

午
後
１
時　
３０

分
〜 

荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー

（
荻
窪
５
―　

―
１
） 

相
談

２０

医
＝
吉
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
宇
野
正

時

（水）

場

申

他

問時

（水）

場

申

問
（社）

時

（木）

場

師

威 

・ 

電
話
で
、
お
住
ま
い

の
管
轄
の
保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻

窪
�
３
３
９
１
‐
０
０
１
５
、

高
井
戸
�
３
３
３
４
‐
４
３
０

４
、
高
円
寺
�
３
３
１
１
‐
０

１
１
６
、上
井
草
�
３
３
９
４
‐

１
２
１
２
、和
泉
�
３
３
１
３
‐

９
３
３
１
）
へ
予
約

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
方
法
の
変
更

　

区
が　

年
度
以
降
に
行
う
工

１７

事
･
物
品
･
委
託
な
ど
、
す
べ

て
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望

す
る
方
の
、
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
方
法
が
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
方
法
に
変
更

に
な
り
ま
す
。

　

申
請
の
概
要
や
詳
細
に
つ
い

て
は
、
今
後
「
広
報
す
ぎ
な
み
」

な
ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
 

申
請
受
付
期
間
＝　

月
１

１２

日 

〜　

日 

▽
必
要
な
も
の

２８

＝
○１
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
・
電
子
メ
ー
ル
）

が
使
え
る
パ
ソ
コ
ン
○２
 

電
子
証

明
書

◇
電
子
調
達
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

　

入
札
情
報
提
供
、
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
、
入
札
な
ど
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行

う
電
子
調
達
サ
ー
ビ
ス
を
導
入

し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
書
や
変
更
届
な

ど
の
作
成
・
提
出
、
受
付
票
・

審
査
結
果
の
受
け
取
り
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
可
能
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
一
回
の
申
請
で

複
数
の
区
市
町
村
の
入
札
参
加

資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

　

詳
し
く
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
入
札
の
お
知
ら
せ
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申

問

内（水）

（火）

☆

　
 

経
理
課
契
約
担
当
係

介
護
老
人
保
健
施
設

「
シ
ー
ダ
・
ウ
ォ
ー
ク
」

が
開
設
し
ま
す

　
　

月
に
介
護
老
人
保
健
施
設

１０
「
シ
ー
ダ
・
ウ
ォ
ー
ク
」
が
開

設
し
ま
す
。
現
在
建
設
中
の
こ

の
施
設
は
、都
内
初
の「
全
室
個

室
」を
実
現
。ま
た
七
人
単
位
の

グ
ル
ー
プ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
（
少

人
数
の
家
庭
的
な
雰
囲
気
で
の

介
護
）
に
よ
り
、
利
用
さ
れ
る

方
の
「
個
人
の
尊
重
」「
在
宅
生

活
へ
の
復
帰
」
を
何
よ
り
も
優

先
し
た
ケ
ア
を
提
供
し
ま
す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
と
は
、

病
状
が
安
定
し
た
高
齢
者
が
、

看
護
や
医
学
的
管
理
下
に
お
け

る
介
護
お
よ
び
機
能
訓
練
な
ど

を
受
け
、
在
宅
で
の
生
活
復
帰

を
め
ざ
す
た
め
の
施
設
で
す
。

　
 

所
在
地
＝
桃
井
３
―　

▽
１７

事
業
内
容
＝
介
護
老
人
保
健
施

設
（
一
一
二
床
）・
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
（
空
床
）、
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
（
三
〇
名
）
▽
運

営
事
業
者
＝
医
療
法
人
財
団
河

北
総
合
病
院 

・ 

８
月　

日
３１

ま
で
は
医
療
法
人
財
団
河
北
総

合
病
院
介
護
老
人
保
健
施
設
開

設
準
備
室
�
３
３
３
９
‐
２
０

２
６
、
９
月
１
日
か
ら
は
相
談

室
�
５
３
１
１
‐
６
１
８
１
へ

「
さ
ざ
ん
か
ね
っ
と
」 

利
用
制
限
を
実
施
し
ま
す

　
　

年
９
月
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

１５
ト
や
電
話（
自
動
音
声
応
答
式
）

を
利
用
し
た
公
共
施
設
予
約
シ

ス
テ
ム
「
さ
ざ
ん
か
ね
っ
と
」

を
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
開
始
以

来
、
使
用
日
二
日
前
以
後
の
直

前
キ
ャ
ン
セ
ル
や
、
取
り
消
し

問内

申

問

の
申
し
出
を
せ
ず
に
施
設
を
使

用
し
な
い
無
断
キ
ャ
ン
セ
ル
が

多
く
発
生
し
、
他
の
利
用
者
に

も
大
き
な
迷
惑
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
直
前
キ
ャ
ン
セ

ル
や
無
断
キ
ャ
ン
セ
ル
を
し
た

方
を
対
象
に
利
用
制
限
措
置
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

使
用
予
定
が
変
更
に
な
っ
た

場
合
は
、
速
や
か
に
取
消
し
手

続
き
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

◇
利
用
制
限
の
内
容

○１
 

直
前
キ
ャ
ン
セ
ル
ま
た
は
無

断
キ
ャ
ン
セ
ル
二
回
で
「
さ
ざ

ん
か
ね
っ
と
」
に
よ
る
「
新
規

の
抽
選
申
込
」
と
「
新
規
の
使

用
申
請
」
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
利
用
制
限
期
間
な
ど
は
右

表
の
と
お
り
で
す
。　
　
　
　

○２
 

利
用
制
限
開
始
前
に
す
で
に

予
約
済
み
の
施
設
利
用
や
取
消

手
続
き
は
行
え
ま
す
。

○３
 

直
前
キ
ャ
ン
セ
ル
ま
た
は
無

断
キ
ャ
ン
セ
ル
が
一
回
の
み

で
、
一
八
〇
日
間
経
過
し
た
場

合
は
利
用
制
限
措
置
は
行
い
ま

せ
ん
。

※
悪
天
候
や
交
通
機
関
の
遮
断

な
ど
特
別
な
事
情
が
あ
る
場

合
に
は
、
利
用
制
限
措
置
は

行
い
ま
せ
ん
。

※
団
体
活
動
へ
の
支
障
な
ど
の

理
由
か
ら
利
用
制
限
解
除
の

申
し
出
が
あ
っ
た
際
に
、
区

が
必
要
と
認
め
た
場
合
は
、

予
約
施
設
の
使
用
料
納
付
を

条
件
に
利
用
制
限
を
解
除
し

ま
す
。

◇
注
意
の
お
知
ら
せ

　

直
前
キ
ャ
ン
セ
ル
や
無
断
キ

ャ
ン
セ
ル
を
一
回
行
う
と
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
画
面
や
電
話
ア

ナ
ウ
ン
ス
で
注
意
の
お
知
ら
せ

を
し
ま
す
。
次
回
か
ら
必
ず
使

用
予
定
日
の
三
日
前
ま
で
に
取

消
し
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
開
始
年
月
日

　

９
月
１
日
に
使
用
す
る
施
設

を
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
か
ら

　
 

地
域
課
地
域
施
設
係

大
田
黒
公
園
茶
室
の
申
込

み
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

大
田
黒
公
園
茶
室
、 
柏 
の
宮

か
し

公
園
茶
室
（　

月
１
日
か
ら
使

１１

用
開
始
）
の
使
用
申
込
み
は
、

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
「
さ

問

ざ
ん
か
ね
っ
と
」
で
行
う
よ
う

に
変
わ
り
ま
す
。

　

９
月
１
日
か
ら
、
大
田
黒
公

園
茶
室
と
柏
の
宮
公
園
茶
室
の

　

月
１
日
か
ら　

日
ま
で
の
使

１１

３０

用
分
の
抽
選
申
込
み
を
開
始
し

ま
す
。

　

な
お
、
大
田
黒
公
園
茶
室
の

　

月
分
ま
で
の
使
用
申
込
み

１０は
、
直
接
施
設
窓
口
で
の
申
込

み
と
な
り
ま
す
。
各
茶
室
に
つ

い
て
は
左
上
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
一
次
抽
選
申
込
地
域
は
、
大

田
黒
公
園
茶
室
は
荻
窪
地

域
、
柏
の
宮
公
園
茶
室
は
高

井
戸
地
域
で
す
。

　
 

公
園
緑
地
課
管
理
係

★
東
京
都
地
下
構
造
調
査

　

地
震
防
災
対
策
の
一
環
と
し

て
地
下
の
地
質
構
造
が
地
盤
の

揺
れ
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る

か
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
 

８
月　

日 

〜
９
月　

日

３０

１３

 

（
予
定
） 

区
内
環
状
八
号

線
道
路
沿
い 

東
京
都
土
木
技

術
研
究
所
地
象
部
�
５
６
８
３

‐
１
５
３
３

問時

（月）

（月）

場問

〈さざんかねっと利用制限〉
利用制限
開始日

利用制限
期間

キャンセル内容

使用日の
翌日から
８日目

３０日間直前キャンセル
２回

３０日間
直前キャンセル・
無断キャンセル
各１回

９０日間無断キャンセル
２回

大田黒公園茶室（荻窪３‐３３‐１２）�３３９８‐５８１４
使用料金定員規模

全日午後午前
６７００円４２００円２５００円１５名炉、８畳、水屋

柏の宮公園茶室（浜田山２‐５‐１）　　　　　　
（※１１月１日から使用開始）

使用料金定員規模
全日午後午前

１３１００円７５００円５６００円３０名炉２、１０畳、８
畳、水屋、台所

リ　サ　イ　ク　ル　自　転　車

９月のクリーンサイクルの販売日

　９月４日（土）、自転車販売協力店で。申し込
み多数の場合は、抽選。１台９０００円（防犯登
録・ＴＳマーク/消費税込み）。協力店につい
ては、下記へお問い合わせください。
 （財）杉並区障害者雇用支援事業団

�５３８２‐２０８１FAX５３８２‐２０８３
問

カギのかけ忘れが原因です！

空き巣、車上ねらい、自転車盗被害の

約４０％が無締まり・無施錠です（手集計）

　皆さんのちょっとした対策で被害を未然に防げます。
問い合わせは、各警察署（杉並�３３１４‐０１１０／高井戸�３３３２‐
０１１０／荻窪�３３９７‐０１１０）へ
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１６（２００４）年�月��日（土曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他
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介
護
は
長
期
戦
で
す
。
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
活

用
し
、
家
族
だ
け
で
抱
え
込

ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

◇
対
応
の
ポ
イ
ン
ト

▼
間
違
い
を
指
摘
す
る
よ
り

聞
き
入
れ
ま
し
ょ
う

　

痴
呆
初
期
の
段
階
で
の
、

ち
ぐ
は
ぐ
な
行
動
に
対
し

て
、
過
度
の
激
励
や
理
屈
、

 
叱
責 
は
禁
物
で
す
。「
不
安

し
っ
せ
き

感
」
や
「
孤
独
感
」
が
痴
呆

の
悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

逆
に
受
け
止
め
て
接
す
れ
ば

「
親
切
な
人
」
と
い
う
印
象

が
残
り
、
そ
の
後
の
介
護
が

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

好
ま
し
く
な
い
対
応
を

×
、
好
ま
し
い
対
応
を
○
と

す
る
と

×
自
分
が
な
く
し
た
ん
で

　

し
ょ
う

　

○
一
緒
に
探
し
ま
し
ょ
う

　
　

か

　

×
汚
い
わ
ね

　

○
一
緒
に
片
付
け
ま
し
ょ

　
　

う
×
だ
め
で
し
ょ
う
、
違
う

　

で
し
ょ
う

○
大
丈
夫
で
す
よ

▼
家
に
こ
も
り
き
り
に
さ
せ

な
い
で
！

　

人
と
の
交
流
の
楽
し
さ

は
、
心
の
安
定
や
生
き
が
い

に
つ
な
が
り
ま
す
。
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ

ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
使
い
ま

し
ょ
う
。

◇
介
護
者
に
大
切
な
こ
と

▼
頑
張
り
す
ぎ
ず
に
周
囲
に

助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う

　

痴
呆
は
老
化
に
よ
る
一
つ

の
病
気
の
症
状
で
、
恥
ず
か

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。家
庭
内
だ
け
で
抱
え
ず
、

ふ
だ
ん
か
ら
ご
近
所
や
警
察

な
ど
に
も
話
し
て
理
解
と
協

力
を
得
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

▼
完
璧
な
介
護
は
な
い

　

介
護
に
疲
れ
た
ら
、
ま
ず

自
分
を
元
気
に
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
具
合
の
悪
い
時
は

無
理
せ
ず
、
周
り
に
助
け
を

求
め
ま
し
ょ
う
。
地
域
で
介

護
し
て
い
る
家
族
同
士
で
悩

み
を
話
す
こ
と
も
、
介
護
を

乗
り
切
る
た
め
の
大
き
な
力

に
な
り
ま
す
。

▼
介
護
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
を

上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

区
で
は
、
痴
呆
性
高
齢
者

の
介
護
経
験
の
あ
る
安
ら
ぎ

支
援
員
が
家
庭
を
訪
問
し
、

介
護
者
の
悩
み
の
相
談
や
高

齢
者
の
見
守
り
を
行
う
「
痴

呆
性
高
齢
者
家
族
安
ら
ぎ
支

援
事
業
」
を
は
じ
め
、
次
の

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。

� 
徘  
徊 
高
齢
者
探
索
シ
ス
テ

は
い 
か
い

ム
事
業

�
家
族
介
護
教
室

�
家
族
会
支
援

�
痴
呆
相
談

 

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
課

問

痴
呆
の
介
護

★ 
痴  
呆 
を
正
し
く
理
解
し
よ
う
○３
 

★

ち 
ほ
う

●　●　●　宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド宿泊施設ガイド　●　●　●
民営化施設（民間事業者が経営しています。予約、問い合わせは各申込先へ）　

弓ケ浜クラブ富士学園
ホテル・
コニファーいわびつ

湯　の　里
「杉菜（すぎな）」

新施設名称

（杉並区立弓ケ浜学園）（杉並区立富士学園）（すぎなみ自然村）（湯河原すぎなみ荘）旧施設名称

０１２０‐４１２‐２２４
５８１９‐５５１２

（午前１０時～午後５時、
土・日曜・祝日を除く）

０１２０‐８４４‐８９１
３２６３‐１５９０

（午前１０時～午後６時、
土・日曜・祝日を除く）

０２７９‐６８‐５３３８
（午前９時～午後８時、

年中無休）

０１２０‐４６５‐００２
０４６５‐６２‐４８０５

（午前９時～午後８時、
年中無休）

電話番号
（受付時
間）

申
込
先

５８１９‐５４４０３２６３‐５３９２０２７９‐６８‐５４１７ファクス
区民・一般区民・一般区民・一般一般区民料金区分

７３５０円
６７２０円

７９８０円～８４００円７９８０円大　人平
日

宿
泊
料
金
（
消
費
税
込
み
）

６３００円～５９８５円５５６５円子ども

７３５０円
９０３０円～９４５０円９０３０円大　人休

前
日 ７３５０円～７０３５円６６１５円子ども

８月３１日までは
８２９５円

８月３１日までは
８４００円

８月３０日までは
休前日料金

利用人数により、宿泊料金が変わる場合もあります。上記宿泊料金（消費税込み）に対して、
区民（区内在住者）の方には２０００円（６５歳以上または障害者には３０００円）の宿泊補助が適用
されます。また、利用日の１週間前からの変更、取消はキャンセル料がかかる場合がありま
す。

宿泊開始日の６カ月前の日申込開始日
（注）１．区からの宿泊補助の適用を受けるためには、運転免許証・杉並区民証・健康保険証・
障害者手帳など区内在住の証明になるもの（コピー可）を現地施設で提示のうえ、書類に記
入してください（お持ちいただけない時は、宿泊補助は適用されません。また、払い戻しは
しません）。２．富士学園は小学生以上に、弓ケ浜クラブは５歳以上に宿泊料金が適用されま
す。３．宿泊の予約は、申込先に直接ご連絡ください。ファクスは予約可否の返信をします。
なお、近畿日本ツーリスト区役所内店では宿泊予約は受け付けません。４．季節により宿泊
料金が上記と異なる日があります。詳細については申込先にお問い合わせください（富士学
園・弓ケ浜クラブは、学校優先使用のためご利用いただけない日もあります）。５．各施設の
パンフレットは区役所、区民事務所・分室、駅前事務所、地域区民センター、区民集会所に
あります。

直営施設
休館日申　  込　  方　  法料　金施　　　設

１０月は
なし

１０月の利用申し込み
　研修使用日以外は、９月１０日から使用
日の前日まで、電話または区役所内窓口
で受け付けます。なお、９月１０日は電話
のみの受け付け（受付順）となります。 
　予約の取れた方には、使用承認書をお
送りします。この承認書は忘れずに現地
施設にご持参ください。利用料金などは
現地施設でお支払いください。

１泊２食
大　人４４００円
子ども２７００円

教職員研修所「秋川
荘」
（あきる野市五日市）
�０４２‐５９６‐０６９３
※予約は、下記近畿日本
ツーリスト区役所内
店まで

秋川荘予約・問い合わせ先＝近畿日本ツーリスト区役所内店（〒１６６‐８５７０阿佐谷南１‐１５
‐１）�３３１２‐６４３１（直通）へ（午前８時３０分～午後５時。土曜・日曜、祝日は除く）。

　

堀
之
内
の
妙
法
寺
に
は
、
子
供
の
こ

ろ
か
ら
よ
く
行
っ
た
。
三
の
つ
く
日
に

開
か
れ
る
縁
日
は
楽
し
み
で
、
焼
き
そ

ば
を
食
べ
、
あ
ん
ず 
飴 
を
食
べ
な
が
ら

あ
め

境
内
を
歩
い
た
。

　

飴
に
は
ほ
か
に
わ
た
飴
、
べ
っ
こ
う

飴
と
い
ろ
い
ろ
種
類
が
あ
っ
て
い
つ
も

迷
う
の
だ
が
、
結
局
私
は
あ
ん
ず
飴
。

そ
れ
も
、
み
か
ん
や
あ
ん
ず
入
り
で
は

な
く
、
す
も
も
が
入
っ
て
い
る
の
が
好

き
だ
っ
た
。（
そ
れ
が
一
番
大
き
い
の

で
）

　

お
ま
い
り
は
、
ま
ず
は
正
面
の
祖
師

堂
か
ら
。
お 
賽  
銭 
を
投
げ
、
鐘
を
鳴
ら

さ
い 
せ
ん

す
。
縄
を
た
わ
ま
せ
、
た
め
を
作
っ
て

大
き
な
音
を
鳴
ら
す
。

　

そ
れ
か
ら
お
線
香
に
火
を
と
も
し
、

鉢
に
立
て
る
。
具
合
の
悪
い
と
こ
ろ
に

煙
を
な
で
つ
け
る
と
よ
く
な
る
と
か

で
、
自
分
だ
け
で
は
な
く
家
族
の
ぶ
ん

も
煙
を
ま
と
う
。

　

裏
へ
ま
わ
っ
て
、
日
朝
堂
に
お
ま
い

り
。
学
問
と
眼
病
の
神
様
が
ま
つ
ら
れ

て
い
る
こ
の
お
堂
に
は
、
受
験
の
と
き

に
は
も
ち
ろ
ん
�
神
頼
み
�
し
た
。

　

二
十
三
夜
堂
、
浄
行
さ
ま
に
も
お
ま

い
り
を
す
る
。
浄
行
さ
ま
の
お
像
に
は

お
水
を
か
け
、
願
い
を
こ
め
て
、
た
わ

し
で
ご
し
ご
し
と
洗
う
。
以
上
が
子
供

の
こ
ろ
よ
り
の
私
の
お
ま
い
り
の
ル
ー

ト
で
あ
る
。

　

い
つ
も
そ
う
し
て
い
て
、
も
は
や
逸

脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
が
、
こ

れ
は
い
つ 
頃 
、
ど
う
し
て
決
ま
っ
た
も

ご
ろ

の
な
の
か
。
簡
単
な
こ
と
だ
。
母
・
佐

和
子
が
私
を
連
れ
て
し
て
い
た
こ
と

で
、
い
つ
の
間
に
か
母
の
お
ま
い
り
の

ル
ー
ト
が
私
の
ル
ー
ト
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
。

　

母
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
っ
た
が
、
こ

の
お
寺
が
好
き
だ
っ
た
。ち
な
み
に『
恍

惚
の
人
』
の
映
画
で
、
主
人
公
の
茂
造

が
倒
れ
る
の
は
、
妙
法
寺
の
境
内
の
木

の
下
で
あ
る
。

　

日
朝
堂
の
横
に
は
、
今
で
は
母
の
碑

が
建
っ
て
い
る
。母
が
昭
和
五
十
九
年
、

急
性
心
不
全
で
五
十
三
歳
で
急
逝
し
た

翌
年
に
、
舞
踊
家
の 
吾  
妻  
徳  
穂 
先
生
が

あ 

づ
ま 
と
く 

ほ

発
起
人
と
な
っ
て
建
て
て
く
だ
さ
っ

た
。
以
来
、
母
の
命
日
の
八
月
三
十
日

を
「
有
�
忌
」
と
し
て
、
吾
妻
先
生
を

施
主
に
碑
の
前
で
法
要
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
有
り
難
い
こ
と
だ
。

　

吾
妻
先
生
に
少
し
ふ
れ
て
お
き
た

い
。
先
生
は
吾
妻
流
四
代
目
家
元
で
、

美
し
く
も 
闊  
達 
な
舞
踊
を
観
せ
て
く
だ

か
っ 
た
つ

さ
っ
た
。
日
本
舞
踊
の
発
展
に
尽
く
さ

れ
、
戦
後
間
も
な
い
う
ち
に
、
海
外
へ

日
本
舞
踊
を
広
め
る
こ
と
に
も
貢
献
さ

れ
た
。
ア
ヅ
マ
カ
ブ
キ
と
銘
打
っ
て
先

生
が
踊
ら
れ
た
国
は
欧
米
十
数
カ
国
、

四
十
数
都
市
に
わ
た
る
。

　

母
は
大
学
卒
業
後
、
先
生
の
秘
書
に

な
り
、
そ
こ
で
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
小
説
を
書

く
よ
う
に
な
っ
て
も
、
先
生
と
は
終
生

親
し
く
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
夏
で
母
が
亡
く
な
っ
て
二
十
年

に
な
る
。
六
年
前
に
は
吾
妻
先
生
も
亡

く
な
ら
れ
、
施
主
は
現
家
元
・
吾
妻 
徳 とく

 
彌 
さ
ん
に
引
き
継
が
れ
た
。
有
�
忌
に

やは
、
母
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
だ
が
、
吾

妻
先
生
を
思
い
出
す
。
今
年
も
ま
た
、

午
後
二
時
よ
り
法
要
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
杉
並
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
に
、
ま
ち
の
風
景
な
ど

を
テ
ー
マ
に
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
毎
月　

日
号
に
掲
載
）。

２１

散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道散歩道
○５２ 

★
国
民
年
金
推
進
員
（
非
常
勤

国
家
公
務
員
）
募
集

　
 

勤
務
形
態
＝
週
五
日
三
〇

時
間
▽
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時

〜
午
後
９
時
の
間
（
個
別
に
定

め
る
）の
一
日
八
時
間
以
内
で
、

土
曜
・
日
曜
・
夜
間
（
午
後
５

時
〜
９
時
）
の
合
計
が
一
六
時

間
以
上
▽
勤
務
地
＝
杉
並
区
内

▽
給
与
月
額
＝
一
五
万
五
〇
〇

〇
円
（
賞
与
有
・
活
動
旅
費
支

給
）
▽
採
用
試
験
（
一
次
試
験
）

内

＝
９
月
７
日 
 

区
内
在
住
で

　

歳
ま
で
の
方 

応
募
期
限
＝

６０８
月　

日 

東
京
社
会
保
険
事

２７

務
局
年
金
部
年
金
調
整
課
�
５

３
２
２
‐
１
６
４
４ 

二
次
試

験
（
面
接
）
が
あ
り
ま
す

★
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
に

レ
モ
ン
湯
の
無
料
入
浴
サ
ー
ビ

ス
　

大
人
の
方
に
は
先
着
一
〇
〇

名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

（火）
対申

問

他

s
e
n
to
u
.jp

）
も
新
し
く
な
り

ま
し
た
。

　
 

８
月　

日 

午
後
４
時
〜

２９

終
業
ま
で 

当
日
、
直
接
各
公

衆
浴
場
へ 

都
公
衆
浴
場
組
合

杉
並
支
部
・
石
原
�
３
３
３
４
‐

８
４
０
２
（
正
午
以
降
）

★
武
蔵
野
市
で
総
合
防
災
訓
練

の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

　
 

８
月　

日 

、
９
月
１
日

２９

 

の
い
ず
れ
も
午
前　

時 

武

１０

蔵
野
市
役
所
�
０
４
２
２
‐
５

時

（日）

申問

時

（日）

（水）

問

１
‐
５
１
３
１

★
杉
並
清
掃
工
場
見
学
会
（
９

月
分
）

　
 

９
月　

日 

・　

日 

い

１１

２５

ず
れ
も
午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

 

杉
並
清
掃
工
場
（
高
井
戸
東

３
―
７
―
６
） 

五
〇
名 

・ 

開
催
日
の
二
日
前
ま
で
に
、
東

京
二
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

総
務
課
文
書
広
報
係
�
５
３
６

１
‐
３
６
１
６
へ
（
先
着
順
）

時

（土）

（土）

場

定

申

問

作
家
・
有 
　
 
玉  
青 
…
�

た
ま 

お

������ ���



�������

杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

●８平成１６（２００４）年�月��日（土曜日）

◆９月の各種健康相談◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
�３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
�３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

�３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）
�３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
�３３９１‐００１５

９・３０日
午前９時～１０時３０分

７・１４日
午前９時～１０時３０分

７・２１日
午前９時～１０時３０分

１６・３０日
午前９時～１０時３０分

１０・２４日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有料）
直接会場へ

２７日午前９時３０分～
１０時３０分

２２日
午前９時～１０時

３０日
午前１０時～１０時３０分

３日
午後１時１５分～３時

２日
午前９時１５分～１０時３０分

子育てに関する相談（計
測）・子育て交流

７・１４・２１・２８日３・１０・１７・２４日１・８・１５・２２日１・８・１５・２２日
母親学級…母子健康手帳を
持って直接会場へ 午後１時３０分～４時（荻窪保健センターの１・１５日は午後１時１５分～、８日は午後１時～、２２日は午前９時１５分～、高井

戸保健センターの８日は午後１時～、高円寺保健センターの１０日は午後１時～、２４日は午前９時３０分～）
１７日（事前申込制）１５日（事前申込制）１５日（事前申込制）

パパ・ママ学級
午後１時３０分～４時（荻窪保健センターは午後１時１５分から）

１６日
午後１時３０分～３時３０分

１６日
午前１０時３０分～１１時３０分

２４日
午後１時３０分～３時３０分

１６日
午前１０時３０分～正午

１日
午前１０時～正午

離乳食講習会（無料）
直接会場へ

１３日午後１時１５分～２時３０分
２７日午前９時～１０時３０分　

８日午後１時１５分～２時３０分
２２日午前９時～１０時３０分　

２１・２８日
午前９時～１０時３０分

６・８・２７日
午前９時～１０時３０分

１０・２４日
午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
初診に限ります

１１日�午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会（阿佐谷南３‐３４‐３）　問い合わせは、�３３９３‐０３９１へ歯の健康相談（無料）

１６日午後１時３０分～２日午後１時３０分～１７日午後１時３０分～８日午後１時３０分～１日午後１時３０分～痴呆相談（無料）…電話予約

２日
午後１時３０分～

２７日
午前９時３０分～

１０・２４日
午後１時３０分～

２・１６日
午後１時３０分～

１６日午後１時３０分～
２２日午後２時～精神保健相談（無料）…電話

予約
和泉保健センターでは、児童・思春期精神保健相談も行います。

（注）１．杉並区に転入し、妊婦・乳幼児健診受診票、予防接種予診票が必要な方は、各保健センターまたは区役所１階保健福祉相談窓口へ。２．
ものわすれ予防相談は、９日�午後１時３０分から荻窪保健センターで行います（要電話予約）。３．歯科相談は、各保健センターで行ってい
ます（要電話予約）。

急病診療のご案内
※まず、電話で確認！ 保険証を忘れずに

歯科休日急病診療所（荻窪５‐２０‐１杉並保健所内）

�３３９１‐１５９９

�３３９８‐５６６６

休日等夜間急病診療所（荻窪５‐２０‐１杉並保健所内）

東京都保健医療情報センターひまわり   �５２７２‐０３０３　　
東京消防庁災害救急情報センター  �３２１２‐２３２３

２４時間
受　付（ ）

調 剤 薬 局 �３３９１‐５５３９
日曜・祝日：午前９時～午後５時（受付は４時まで）【歯　科】

平日：午後７時３０分～午後１０時３０分
（受付は午後１０時まで）

土曜日：午後１時～午後１０時 （受付は午後９時３０分まで）
 （耳鼻咽喉科のみ、午後１時～午後５時は輪番の医院にて）
日曜・祝日：午後５時～午後１０時 （受付は午後９時３０分まで）
 （午前９時～午後５時は輪番の医院にて）

【小児科】

【内科・小児科・外科・耳鼻咽喉科】

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５１万３９６５人（３７１減）
　男　／２４万８６３９人（１２２減）
　女　／２６万５３２６人（２４９減）
世帯／２７万７５３２　（２４４減）

外
国
人
登
録

人口／１万１４９５人（１６７減）
　男　／　　５７７６人（７５減）
　女　／　　５７１９人（９２減）
世帯／　　９３６４　（１２７減）

１６年８月１日現在、（　）は前月比

総人口／５２万５４６０人（５３８減）

次
の
項
目
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の

ア
イ
デ
ア
や
実
践
例
を
募
集
し

ま
す
。
書
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

☆
日
ご
ろ
か
ら
実
践
す
る
わ
が

家
の
省
エ
ネ

☆
個
人
や
家
庭
、
あ
る
い
は
地

域
で
取
り
組
ん
だ
ら
良
い
と

思
う
ア
イ
デ
ア

☆
区
役
所
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
対
策

☆
夏
休
み
の
自
由
研
究
な
ど

　

夏
季
の
省
エ
ネ
に
は
限
り
ま

せ
ん
。
温
暖
化
対
策
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
連
し
た
も
の
で
あ

れ
ば
結
構
で
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ

ア
・
実
践
例
の
う
ち
、
一
〇
件

程
度
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。

　
 

・ 

住
所（
団
体
の
場
合
は

名
称
・
代
表
者
氏
名
・
所
在
地
）・

氏
名
・
電
話
番
号
も
書
い
て
、９

月
３
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
（
封
書

も
可
）、ま
た
は
フ
ァ
ク
ス　

３
FAX

３
１
２
‐
２
３
１
６
で
環
境
課

計
画
係
へ

申

問

【表彰内容】
○１ 過剰包装の抑制など環境にやさしい事業者＝レジ袋の削減への取り組み
やトレイなどの使い捨て容器を極力使わないようにしている事業者

○２ 薄着賞＝簡易包装などで環境に配慮した商品など
○３ 厚着賞＝お中元の贈答品などで過剰な包装の商品など
○４ ごみ減量活動奨励賞＝区民や事業者による新たな資源回収のための仕組
みづくりなど

○５ ごみ減量アイデア賞＝生ごみの水切りの工夫やアイデアなど
【募集締切】　９月１０日（金）
【応募方法】　応募者の住所・氏名（フリガナ）・電話番号、○１ ～○３ は該当
する事業者・商品（自薦・他薦を問いません）、○４ ・○５ はアイデア・応募者
の年齢・職業も書いて、郵送・ファクスまたはメールで下記へ

【問い合わせ】
　○１ ○２ ○３ は清掃管理課ごみ減量担当、○４ ○５ は清掃管理課清掃計画係
（�３３１２‐２３０６／Ｅメールseiso-kanri@city.suginami.lg.jp）

　

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
あ

の
記
憶
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。今
一
度
、

初
心
に
帰
り
、
防
災
意
識
を

高
め
ま
し
ょ
う
。

　

下
記
の
三
会
場
で
は
、
主

要
訓
練
の
他
に
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
に
、
初
期
消
火
・
応

急
救
護
・
救
助
資
機
材
操
作

な
ど
の
各
種
訓
練
を
、
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

会
場
・
訓
練
内
容

◇
三
谷
小
学
校
（
上
井
草
３

―　

―　

）

１４

１２

　

練
馬
区
と
の
合
同
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

◇
和
田
小
学
校
（
和
田
２
―

　

―　

）

３０

２１

　

災
害
時
要
援
護
者
対
応
訓

練
を
行
い
ま
す
。

◇
高
井
戸
第
三
小
学
校
（
下

高
井
戸
４
―　

―　

）

１６

２４

　

医
療
救
護
訓
練
を
行
い
ま

す
。

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
防
災
課
へ
。

▲１５年度の訓練の様子▲１５年度の訓練の様子

��
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

昨
年
の
第
一
回
に
引
き
続

き
、
今
年
は
全
国
規
模
で
実

施
さ
れ
ま
す
。
風
呂
の
残
り

湯
な
ど
二
次
利
用
水
を
使
っ

の
相
談
や
受
診
が
よ
い
で
し
ょ

う
。
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が

鉄
則
で
す
。

◆
相
談
・
問
い
合
わ
せ

○１
 

各
保
健
セ
ン
タ
ー
（
下
表
）

ま
た
は
都
立
中
部
総
合
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
世
田
谷
区

上
北
沢
２
―
１
―
７
�
３
３
０

２
‐
７
７
１
１
／
相
談
専
用
）

　

ご
本
人
や
家
族
の
方
か
ら
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。予
約
制
で
、

精
神
科
医
に
よ
る
精
神
保
健
相

談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

○２
 

会
社
や
学
校
の
相
談
室

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
産
業
医
が

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

○３
 

医
療
機
関
（
精
神
科
・
神
経

科
・
心
療
内
科
）

　

初
め
て
受
診
す
る
と
き
は
電

話
で
あ
ら
か
じ
め
症
状
を
伝

え
、
専
門
の
先
生
が
い
る
か
な

ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
会
社

帰
り
の
方
も
通
え
る
よ
う
に
、

夜
間
診
療
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

◆
精
神
疾
患
は
だ
れ
で
も
か
か

り
う
る
病
気
で
す

　
　

年
で
は
国
民
の
約
四
五
人

１４
に
一
人
が
精
神
疾
患
で
医
療
機

関
を
受
診
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
（
成
人
）
の
二

人
に
一
人
は
過
去
一
カ
月
間
に

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
お
り
、
生

涯
を
通
じ
て
五
人
に
一
人
が
精

神
疾
患
と
診
断
さ
れ
う
る
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

精
神
疾
患
は
、
各
個
人
の
ス

ト
レ
ス
へ
の
対
応
力
、
環
境
要

件
な
ど
が
か
ら
み
合
っ
て
発
症

し
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
な
ど
で
防
げ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
し
、
発
症
し
て
も
適
切

な
治
療
に
よ
り
改
善
し
ま
す
。

◆
早
い
段
階
で
の
気
付
き
が
大

切

　

多
く
の
場
合
、
最
初
は
だ
れ

で
も
経
験
す
る
よ
う
な
軽
い
症

状
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
心
配
ご

と
が
あ
る
時
に
生
じ
る
よ
う

な
、
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
な
い

な
ど
と
い
っ
た
症
状
で
す
。
生

活
ス
タ
イ
ル
を
変
え
た
り
、
ス

ト
レ
ス
を
解
消
す
る
工
夫
を
し

ま
し
ょ
う
。
他
人
に
話
を
き
い

て
も
ら
う
だ
け
で
も
不
安
が
解

消
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
解
決
し
な
い
場
合

は
早
め
の
相
談
が
重
要
で
す
。

不
眠
が
続
く
場
合
は
専
門
家
へ

　

今
年
の
夏
は
例
年
に
な
く
厳

し
い
暑
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
球
規
模
で
の
異
常
気
象
が
懸

念
さ
れ
る
一
方
で
、
電
力
を
は

じ
め
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

の
増
大
が
さ
ら
に
生
活
環
境
に

影
響
を
与
え
る
な
ど
、
私
た
ち

の
生
活
レ
ベ
ル
で
の
課
題
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
は
、
家
庭
、
企
業
・

団
体
、
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
が
具

体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
政
府
も
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
打
ち
水
を
ま
く
、
よ
し
ず

を
張
る
な
ど
、
生
活
の
工
夫
で

暑
さ
を
乗
り
切
り
、
省
エ
ネ
を

実
践
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
地
球
温
暖
化
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
考
え
、
今
後
の
計
画

に
生
か
し
て
い
く
た
め
、
主
に

て
、
み
ん
な
で
い
っ
せ
い
に

打
ち
水
を
す
る
取
り
組
み
で

す
。
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